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○議長 玉城 勇君 これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとお

りであります。 

 

開議（午前10時00分） 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長 玉城 勇君 日程第１．会議録署名議員の指

名を行います。本日の会議録署名議員は、会議規則第

127条の規定によって14番 宮城寛諄議員、15番 知念

富信議員を指名します。 

 

日程第２．一般質問 

 

○議長 玉城 勇君 日程第２．一般質問を行います。

それでは、通告書のとおり順次発言を許します。13番 

大城 毅議員。 

 

〔大城 毅議員 登壇〕 

 

○13番 大城 毅君 おはようございます。それでは

一般質問を申し上げます。その前に休憩をお願いしま

す。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午前10時01分） 

再開（午前10時02分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。13番 大城 毅議

員。 

○13番 大城 毅君 おはようございます。新型コロ

ナウイルス感染症は世界的な大流行で世界で感染者１

億2,196万人、死者は269万4,000人と猛威を振るってい

ます。この国、日本でも感染者45万5,000人、死者約

8,800人、沖縄県では感染者が約8,700人、不幸にして

亡くなった方が120人に及んでいます。感染防止のため

に外出自粛、飲食店の営業時間短縮など経済活動が抑

制され、売上げの激減、廃業倒産など、経営だけでな

く働く時間の縮小、パートやアルバイトのシフトの減、

失業なども発生し、収入激減など暮らしへの影響も計

り知れません。町民の命と暮らし、営業を守るために、

南風原町は町長を先頭に頑張っていることは承知して

いるつもりです。そこでコロナ感染症の考え方を示し

ていただきたい。可能な限りのＰＣＲ検査、直接支援

を求めますということで、（１）コロナ対策の考え方は

どうなっているか。①南風原町の最新の陽性者数、死

亡者数は。②隣市町との人口対比の陽性者率は。③直

接的感染防止策の予算対比は、コロナ対策費の何％か。

④経済的影響軽減策の予算対比は、コロナ対策費の

何％か。⑤町コロナ対策の戦略、目標はどうなってい

るか伺います。それから（２）コロナウイルスの感染

者を明らかにして必要な保護や医療へつなげるために

可能な限りＰＣＲ検査の実施を求めます。ヨーロッパ

のオーストリアでは人口8,800万人の国ですが、週に350

万人の無料検査を繰り返して感染抑止を、押さえ込む

方向で行っています。私たち日本も検査を拡大すべき

と考えます。そこで南風原町では、①保育園職員対象

に事業を予定していますが、その職員対象にとどまら

ず、幼稚園、学校などの職員、そして各施設の園児、

児童生徒も対象にすることを求めます。②当然、町独

自では財源がないのは承知しています。ですから、そ

の財源にはまず国の交付金を活用し、足りない分をさ

らに国に求めてほしいがどうか伺います。（３）暮らし

への支援について、より必要とされる層へ直接支援拡

大をということで、①最も困窮する層はどういう方々

と考えるか。②その次、さらにその次と設定し、財源

を適切に配分、給付する考えはないか伺います。③直

接給付金を政府に求める考えはないか伺います。 

 次に施政方針に関わって。コロナ禍の中で医療従事

者への感謝が広がっています。医療をはじめとして、

介護、保育、教育、学童などの大切さが再認識されて

いると思います。南風原町は、介護、保育、教育、学

童などの大切さが再認識されたと思います。そうした

中、学校教育の面では沖縄県は国に先立って、中１ま

での35人学級をさらに中２、中３まで広げるとしてい

ます。密を防ぐ意味でも、教員の負担軽減でも、何よ

りも子供たちの学習効果面でも少人数学級を進めるこ

とは評価され、さらに進めることが求められます。そ

こで南風原町長の方針として、（１）コロナ禍を経験し

て、従前とくらべて変わった方針はあるか伺います。

（２）このことについては新年度策定する後期基本計

画に反映するのがよいと考えるがどうか伺います。次

に（３）出前講座の回数、人数は。自治会単位の行政

懇談会は何回、何人、要望事項の件数はということで

伺います。（４）温室効果ガス削減の目標と手法はどう

なっているか。（５）障がい者福祉計画の策定に当事者

は何名中何名か。（６）屋内運動施設の目的、年次計画、

総事業費、財源は。（７）前進するための予算、施政方

針の10ページにございます。前進するための予算とは

何を指すのか伺います。 

 次に学校教育・保育施設、こども医療費助成の先進

的な取組、また子ども元気ＲＯＯＭ、さらに若年妊産

婦への支援も、一面では子供の幸せに生きることへの
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支援だと思います。そうした子供施策が充実している

ことは幾つかの課題があるとはいえ大いに高く評価し

ます。そこで子供が自ら考え、決め、行動できる学校

へ、子どもの権利条約の周知をということで伺います。

（１）子どもの権利条約とは何か。日本の批准はいつ

か。国連は日本にどう対応しているか。その日本政府

の対応はどうなっているか伺います。（２）この子ども

の権利条約を町長や教育長はどのように評価なさるか

伺います。次に少人数学級の取組についてです。休憩

願います。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午前10時06分） 

再開（午前10時06分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。13番 大城 毅議

員。 

○13番 大城 毅君 （３）南風原町立学校や幼稚園

での周知率を把握しているか伺います。①周知率はど

うなっているか。②周知率を教育長、町長はどう評価

するか。③周知率を向上する必要性をどう評価するか

伺います。 

 次に少人数学級の取組について伺います。（１）現年

度の学年別学級定員と、新年度のそれがどうなってい

るか伺います。（２）取り組みの状況と課題についても

伺います。 

 次に新聞などで役場管理職の女性比率が県内でも先

進的であると報道され、高く評価するものです。さら

に前進する、させる観点で伺います。５．ジェンダー

平等実現のために。（１）内閣府の発表した2019年、2020

年度の世界の中でのジェンダーギャップ指数で日本の

順位はそれぞれどうなっていますか。（２）町立中学校

の制服選択制の導入経過に生徒はどう関わっています

か。（３）投票所入場券の性別欄を廃止することを検討、

実施してはどうか伺います。 

 次に誰にでも住みよい、優しいまちへとさらに進め

るために。町施設の外国出身者対応強化をということ

で２点伺います。（１）現在の対応状況はどうなってい

るか。（２）今後に向けての課題がどうなっているか伺

います。 

 次に今議会にも一括交付金活用の一覧表が提出され

ています。事業のほとんどが継続発展させるべき事業

であり、単発、一時的な事業はほとんどありません。

そこで（１）いわゆる一括交付金期間終了後の事業継

続の財源をどう確保するか伺います。 

 最後に、人道的立場から、世界から核兵器をなくす

ために核兵器禁止条約の早期批准を求める考えはあり

ますか。（１）条約をどう評価しますか。（２）国に早

期批准を求めるべきではありませんか。以上、ご答弁

をよろしくお願いいたします。 

○議長 玉城 勇君 副町長。 

○副町長 国吉真章君 おはようございます。それで

は、質問事項１点目のコロナ対策の考え方についての、

（１）についてお答えします。①から⑤まで順次お答

えしたいと思います。まず①、昨日ですが、23日まで

の陽性者数は累計で260名です。死亡者数については把

握できません。②について、陽性者の人口比は0.64%

で那覇市に隣接する市と同程度です。③④について、

令和３年度の事業計画については、今後補正予算等で

対応することから、令和２年度の新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金活用事業で見た場合、

経済的影響軽減策は総事業費の51.9％、直接的感染防

止策は総事業費の42.8％となっています。⑤国の対策

本部が示す基本的対処方針に基づき、的確に対策を実

施していくことであります。 

 （２）についてお答えします。①高齢者が感染した

場合、重症化するリスクが懸念されることから、県内

の介護サービス事業所・施設に勤務する職員へのＰＣ

Ｒ検査を現在実施しているところです。今後検査対象

を拡大していくことについては県全体として議論して

いく必要があると考えます。②新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金は交付限度額があるため、

優先順位をつけて各種事業を実施しており、国への要

求については今後の状況を見て検討してまいります。 

 （３）についてお答えします。①コロナ禍により職

を失ったり収入が減った方々と推測します。②国の交

付金は適切に配分しております。③町単独での要求は

難しいと考えます。 

 質問事項２点目の施政方針に関わっての、（１）につ

いてお答えします。第五次南風原町総合計画の将来像

「ともにつくる黄金南風の平和郷」の実現に向け、諸

施策を展開していく方針に変更はありませんが、引き

続き新型コロナウイルス感染拡大の影響に対応しなが

らの事業展開を行ってまいります。 

 （２）についてお答えします。後期基本計画への新

型コロナウイルス感染症に対する記載については、今

後、議論していきたいと考えております。 

 （３）についてお答えします。出前講座の開催回数

及び参加人数は、平成30年度は44回開催し3,895人が参

加、令和元年度は63回開催し6,394人が参加、令和２年

度は今年の３月９日現在で43回開催し4,336人が参加

しております。また、自治会単位の行政懇談会につい

ては、区長会に担当職員が参加し案内しており、平成

30年度は３自治会で開催し89名が参加しておりました
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が、令和元年度、令和２年度については申込みがあり

ませんでした。なお、平成30年度の要望事項は３自治

会で17事項の要望がありました。 

 （４）についてお答えします。第二次南風原町地球

温暖化防止実行計画の温室効果ガス削減目標は町の事

務及び事業による温室効果ガス排出量を令和５年度ま

でに平成29年度比で5.0％削減することを目標としてい

ます。その目標達成に向けての手法として、全職員に

地球温暖化防止に関する情報提供や会議室等不使用時

の消灯、エアコン適正温度の設定、温室効果ガスの排

出量の把握・集計・分析を定期的に行い、日常的な業

務に係る省エネに取り組みます。 

 （５）についてお答えします。障がい者計画策定委

員９名中３名であります。 

 （６）についてお答えします。町民のスポーツ振興

及び健康増進のための施設として考えております。年

次計画、総事業費、財源に関しては、本年度設置しま

した黄金森公園設計等策定委員会及び令和４年度予定

の概略設計において検討してまいります。 

 （７）についてお答えします。令和２年度は新型コ

ロナウイルスの影響により、当初計画していた各種事

業が中止となるなど、行政運営に様々な影響が生じま

した。令和３年度は、ワクチン接種の実施、高齢者・

障がい者の生活支援など、町民の健康を守り、感染症

対策を取りながら各施策を進めていく予算となってお

ります。 

 質問事項５点目のジェンダー平等実現のために、（１）

についてお答えします。2019年は149か国中110位、2020

年は153か国中121位となっています。 

 （３）についてお答えします。提案に関しましては、

選挙管理委員会定例会において協議してまいります。 

 質問事項６点目の町施設の外国出身者対応強化につ

いてお答えします。まず、（１）と（２）は関連します

ので一括でお答えします。現在、役場庁舎においての

外国語の表示等は行っておりませんが、窓口等の対応

も含め検討してまいります。 

 質問事項７点目の一括交付金終了後の事業計画の確

保についてにお答えします。一括交付金制度の継続も

しくはこれに変わる制度の創設財源の確保については、

県の次期振興計画において、県及び県内市町村が一体

となり国に要望してまいります。 

 質問事項８点目の核兵器禁止条約の早期批准につい

て。（１）と（２）については関連しますので一括して

お答えします。核兵器禁止条約については、核兵器の

ない世界平和の実現に向けた大変意義深い取組である

と評価いたします。批准を求めることは、国において

判断すべきものだと認識をしております。以上であり

ます。 

○議長 玉城 勇君 教育長。 

○教育長 新垣吉紀君 質問事項３点目、子どもの権

利条約の関係の（１）についてお答えいたします。子

どもの権利条約は、1989年に国連総会で採択された条

約で、暴力や飢餓等からの特別な保護のみならず、子

ども自身が思想・良心・信教等の自由を持つ権利の主

体であることを明確にした条約であり、我が国は、1994

に批准しております。締約国になって以来、条約内容

の履行状況についてこれまで４度の報告を国連に行い、

それに対する勧告を受け、法律改正や制度改善措置が

取られてきました。 

 （２）についてお答えします。我が国も国連勧告の

実現に向け様々な取組がなされたことで、子どもの保

護や権利を取り巻く環境改善がなされてきたと考えて

います。しかしながら、国連からは、未改善な事項へ

の改善勧告がされており、今後の議論や対策が必要だ

と考えております。 

 （３）についてお答えします。①と②は関連いたし

ますので一括でお答えします。子どもの権利条約に関

する町立学校や幼稚園関係者への周知率の調査は行っ

ておりません。③でございます。子供と子供の権利が

守られ、どの子供も安心して生活が送れる社会の実現

には国民全体が子供の保護や人権尊重を十分理解する

必要があると思います。その点から国や自治体をはじ

め社会全体で取り組んでいく必要があると考えていま

す。 

 質問事項４点目の少人数学級の関係の（１）につい

てお答えします。令和２年度は、小学校１年生と２年

生は30人、小学校３年生から６年生及び中学校１年生

は35人、中学校２年生と３年生は40人となっています。

令和３年度は、小学校及び中学校１年生は前年度同様

で、中学校２年生と３年生が35人となります。 

 （２）でございます。小学校１年生から中学校１年

生においては既に少人数学級編成となっています。中

学校２年生及び３年生は、令和３年度より35人学級が

拡大されることになっていることから、学級増に伴う

教室を含む学習環境の整備が課題となります。 

 質問事項５番目、ジェンダー平等実現のために。（２）

でございます。制服選択制の導入に当たっては、各学

級の代表生徒で構成される中央委員会での議論、それ

から生徒の意識調査など、生徒も関わりながら導入が

進められております。以上です。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 ご答弁ありがとうございました。
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それでは再質問してまいります。 

 まず、コロナ対策の考え方についてですけれども、

この間南風原町では、たしかいち早く、正式な名称は

正確には分かりませんが、コロナの対策本部を設置し

て取り組んでこられました。この対策本部の役割はど

ういったものでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 毅議員の質問にお答

えします。南風原町インフルエンザ等対策本部会議が

ございまして、こちらにおきましては、国や県からの

感染者予防に対する対策の方針等が示されます。その

方針等が示されましたら会議を持ちまして、この内容

を確認し、各部署がそれぞれ方針等に沿った対応をす

ることを確認する場としてあります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 そしてこの間、たしか経済的に

はプレミアム商品券の事業だとか、それからもちろん

消耗品、消毒液などの配布、様々な対策が取られてき

ましたし、今あったように、各施設の開閉、あるいは

入場人数の制限とかそれぞれやられてきましたが、そ

れでは今申し上げた様々な事業、歳入歳出を要するで

すね、それから予算の調整、国の交付金を中心にして

ですね、こういったものの調整はどこでやられてきた

んでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 企画財政課長。 

○企画財政課長 与那嶺秀勝君 お答えします。国か

らの交付金の配分額が示された後、各課へ事業提案の

依頼、併せて各課から関係団体等に対して確認をして

いただき、その後、各部単位で取りまとめ、直接的感

染防止策、経済的影響軽減策の事業提案を受け、その

中から優先順位をつけて選定しております。以上です。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 ありがとうございました。副町

長の答弁の中で、国の対策本部が示す基本的対処方針

に基づき、対策を実施するというふうな答弁がござい

ましたが、そうするとこの答弁だけでは、南風原町と

しての独自の南風原町の状況に合った政策対策、こう

いったものが入る余地はどうなっているでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 民生部長。 

○民生部長 知念 功君 まず、感染症に関しても感

染拡大防止にまず重点を置きます。国が自治体に対し

て基本的対処方針を示しますので、それを的確に実施

していくことが我々の役割と。一番目としては、感染

拡大を可能な限り抑制して、町民の生命、健康を守る

ことになると思います。そして町民生活、そして町民

経済に及ぼす影響が、最小となるような対策、そういっ

た部分が大変重要になってくると思いますので、先ほ

ど答弁がありましたように、それぞれ所管する部署か

らこういった対策、こういった対策等を積み上げていっ

て、優先順位を決めて対策を取っていくというふうに

しております。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 ありがとうございます。 

 それでは、（２）のほうですけれども、以前に、これ

は県だったか那覇市が実施したかどうか分かりません

が、那覇市の松山の飲食店街の関係者の検査を港で

行った経緯があります。私は大変意義があったと思い

ます。また13日のＮＨＫのウェブニュースでは、東京

都内で最も感染者の多い江戸川区は、区内小岩地区の

飲食店従業員などにＰＣＲ検査の取組を始めるという

ニュースが流れておりました。南風原町では、今回、

保育園のスタッフというか従業員の、職員か、その検

査をすることとなっています。これは大変意義がある

ことだと私は思っています。たしかこれは県の事業だ

と思います。そして、それではなぜ保育園なのか。例

えば幼稚園や小学校はなぜ外されているのか。そのこ

とについてお伺いします。 

○議長 玉城 勇君 民生部長。 

○民生部長 知念 功君 まず、ＰＣＲ検査に関しま

しては、この感染症対策においてはスクリーニング検

査とサーベイランス検査の２種類ありまして、その検

査をする目的が出てきます。先ほどおっしゃっていま

した松山地区での部分はサーベイランス検査というこ

とで、特定の地域でどの程度感染があるのか、発生状

況をチェックして、その地域に対して対策を取ってい

く。そういったことから松山地区への営業の自粛要請

とかそういったものにつながっています。スクリーニ

ング検査となりますと、今度は全体的にやるような必

要が出てきますので、これは相当大規模な検査になり

ますので、こういう検査の場合はやはり、例えば沖縄

でしたら県が、対策本部で検討して実施していくもの

だと考えてます。ご質問の保育所から、今度は幼稚園

とか小学校とかというふうにいくことに関しましても、

これは南風原町だけということではなくて、そういっ

たふうに広めて拡大していくにはもっと全県的な対応

が必要になってきますので、そのあたりも沖縄県の対

策本部、専門家の会議がございますので、そういった

ところから示されてくるものだと考えます。現在は、

高齢者の介護施設に対しての従業員へのＰＣＲ検査を

実施しています。これも県の事業で、県全体的にやっ

ています。それは施設でのクラスターを抑えるための

検査で実施されています。そしてそれに続いて、まず
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子供たちが接する場ということで、県のほうからは保

育園をまずやっていくと。今後、予防接種も進んでい

く状況を見ながら、この検査がさらにまた幼稚園、あ

るいは学校とかに拡充していくのかどうかという部分

は、先ほど申し上げましたように、沖縄県の感染症の

対策の専門家の方々の意見を踏まえて、県のほうでま

た方針を出していくものと考えます。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 確かに財源的なことを言っても

南風原町で、それから効果の面で言っても南風原町だ

けでやるということについてはいろいろ検討されなけ

ればいけないと思いますが、まず、ＰＣＲ検査を広範

囲に大規模にやるとすれば、確かにおっしゃるように

南風原だけでやってもあまり意味はないから、沖縄全

県一緒にやるとか、そういった必要が出てきますが、

どうやるかは別として、やることの意義についてはど

う考えますか。 

○議長 玉城 勇君 民生部長。 

○民生部長 知念 功君 大規模にやるという意義と

いう部分では、本当に沖縄県全部をやるというふうに

なると感染症を抑えるという意味では効果はあるもの

だと思います。しかし、一部地域に限っていくと、こ

れはこの地域だけの部分になりますので、それについ

ては今日陰性となったとしてもというふうな部分もご

ざいます。頻繁に検査をやらないといけないというふ

うな状況にもなってくるのかなと思います。沖縄県に

おいては島嶼地域ということで、沖縄県は空港でのＰ

ＣＲ検査、そういった部分で県の対策本部のほうで、

外から入ってくる部分を可能な限り抑えていくとか、

そういった部分でＰＣＲ検査のほうの体制を強化して

きていますので、沖縄県の対策本部が示す方針を我々

はしっかりそれを取り組んでいくということだと思い

ます。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 確かにこれは金も大変かかるこ

とだと思いますので、また効果の面から言っても、南

風原町単独で仮に全町民にやったとしても、おっしゃ

るように、今日は陰性でも明日陽性になるかもしれな

いということもあります。ですから、かなり広い、沖

縄でいえば全県、あるいは本島内とか、そういったふ

うなことが必要になるわけですけれども、それは全く

同じです。ただ、やる意義については、これは意義が

あることではあるが、後でいろいろあるということで、

ですからそのことは必要だという認識があって、私は

必要であれば要望するということも大いにやるべきだ

と思っています。指摘にとどめます。 

 それから暮らしの支援については、これも飛ばしま

す。 

 次に施政方針に関わってというところで再質問しま

す。（１）予算審議の中でも町長にお聞きしましたけれ

ども、改めてコロナ禍を受けての町長の教訓、どういっ

た教訓があったのかということを聞いているんです。

改めてお願いします。 

○議長 玉城 勇君 町長。 

○町長 赤嶺正之君 お答えいたします。コロナ禍に

関しましては、本当に予想していなかった事態でござ

いますので、我々行政といたしましても、どういった

ふうに取り組んでいいかということは非常に迷ってい

たところが正直なところでございます。しかし、先ほ

ど担当部長からもありましたように、国や県から、そ

ういったふうな指示がございますので、これをしっか

りと、まずは実践をしていくと。いろんな財源も利用

しながら、活用しながら、しっかりと事業として町民

の皆さんを支援、サポートできる部分については、しっ

かりやっていくというふうなことになりました。町民

の皆さんに直接的に支援をするというふうなことと、

あるいはまた町内の経済を活性化するために間接的に

支援事業を実施することで、町民の元の生活に戻れる

ようなサポートにつながると、そういったふうな事業

の展開をしなくちゃいかんなということがまず今回は

感じました。同時に、これは正直な話、財源的な話で

ございますけれども、どうしても額が大きくなるもの

ですから、国の支援を必要とするということがござい

ます。その中で一定程度、臨機応変にこの町民のため

に活用できる財源が、町単独でもできるような財源が

やはり一定程度あるべきだなというふうなことは今回、

特に感じました。以上でございます。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 確かにおっしゃるとおりだと思

います。ただ、これをやりたいなと思って、そこの、

交付金の限度額があるにしても、活用できる財源に当

然限りはあるわけだけれども、この中の配分の仕方に

ついては、私は町長の方針があってしかるべきだとい

うふうに思いますし、またこの額では少ないと、こん

なことをやりたいんだけど足りないということであれ

ば、また上に申し上げることができるんじゃないかな

というふうに思います。 

 それから（２）ですけれども、私はこの答弁を見て

残念に思いました。残念というか、少し思うことがあ

りました。計画を進めながら、コロナ対策も進めるん

だという答弁になっていると思いますが、それは当然

だけれども、足し算ではなくて、コロナ禍を経験して、
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この計画のどこをどう見直そうかということが当然あ

るべきだと、私は今の教訓との関わりが出てくると思

います。私は、役場は予期しなかったこのコロナへの

対応も立派にできていると、すばらしいと思って、本

当にご苦労さまだと思います。けれども、今度の計画

については終わってしまったら終わったこと。次のこ

とは次のことというだけではなくて、この中で私たち

は何を得たのかと。そういったことをしっかり生かす

ことが必要だと思いますので、これは今後の、残り５

か年の計画を策定する上で、私は是非この視点を持っ

ていただきたいということで、私は指摘をしておきた

いと思います。この辺は、お手元に配りました基本条

例、線を引いた部分などで、是非確認していただきた

いと思います。進めます。 

 （５）障がい者福祉計画、これは９名中３名という

ことでお答えいただきました。ありがとうございます。

この９名中３名、これは何とか委員会というのがある

かと思いますが、例えば委員全体の中での性別、ある

いは障がい者の種別といいますか、ちょっと言葉は正

確ではありませんが、身体とか様々ありますね、こう

いったのとか。それから年齢など、こういったものは

多様に意見が反映されるようになっているでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 保健福祉課長。 

○保健福祉課長 大城美恵子さん お答えいたします。

障がい者計画策定委員会は９名おります。年齢も30代

から70代までいらっしゃいます。あと障がいは身体障

がいと聴覚障がい、視覚障がい者がいらっしゃいます。

性別は女性が１人となっておりますけれども、これは

いろいろ団体の代表者ということで限定しております

ので、たまたま女性が１人という状況になっておりま

すが、満遍なく意見は取り入れられるように委員を決

定されていると認識しております。以上です。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 ありがとうございました。ちょっ

とすみません戻りますが、（３）の出前講座はかなり実

績があってすばらしいことだなと思います。一方、自

治会単位の行政懇談会、これは自治会だけではなくて、

確か福祉団体だとか、あるいは経済団体とかという枠

組みでも行政懇談会はやられているふうに私は認識し

ていますが、そこについては今回聞いていませんので

省きますけれども、この広聴活動、公に聞く活動とし

て、これで十分だというふうにお考えですか。 

○議長 玉城 勇君 総務部長。 

○総務部長 宮平 暢君 行政懇談会につきましては、

以前は２年ごとに、全自治会、字自治会に三役分かれ

まして、３グループに分かれてある一定期間やってい

ましたが、これは平成23年度でしたか、その時点で、

やはり三役で全部長、内容にある担当課長が出席して、

丁寧に回答するべきだろうと。また期間も、役場が指

定した期間でやるのではなくて、自治会が主体となっ

て、自治会からの要望に対して開催したほうがいいだ

ろうということで、現在の開催になっています。また

開催した自治会からは、開催後やってよかったという

ことでの意見が多いです。ですから、我々としては今

の行政懇談会の手法についてはある程度理解を得られ

ていると考えております。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 私は、今の件はそれはそれでそ

うだと思いますけれども、基本的に各自治会でやって

いただきたいということであって、自治会という場が

機能してやる上では、全区民に、あるいは字費を納め

ている構成者に意見を求めた上でまとめて役場とやり

取りをするというふうなことなど、非常に私はもっと

この機能を有効に、また自治会の意向にもちろん沿っ

て、上から当たり前にやれではなくて、そうすること

がコミュニケーションの維持についても、そして広聴

活動としても意義があるものだというのが私の考え方

です。是非そのように、可能であれば改善を求めたい

と思います。 

 それから進みますけれども、ここは大変失礼しまし

た。ちょっと休憩願います。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午前10時42分） 

再開（午前10時42分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。13番 大城 毅議

員。 

○13番 大城 毅君 それでは子どもの権利条約に関

してですけれども、先ほどご答弁いただきましたが、

子どもの権利条約の中身としての原則、そして、国連

からの勧告の柱といいますか、そういったものが精査

されていきましたらお答えをいただきたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 学校教育課長。 

○学校教育課長 宮良泰子さん お答えいたします。

子どもの権利条約は全部で54条ありますが、大きく４

つの柱がありまして、生きる権利、育つ権利、守られ

る権利、参加する権利というものがあります。その中

で、国連から国に対して、勧告がある内容の主なもの

なんですが、差別の禁止、児童の意見の尊重、体罰、

家庭環境を奪われた児童、生殖に関する健康及び精神

的健康並びに少年司法の６つでございます。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 ありがとうございます。国連か
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らの勧告の中で、これまで５回ですかね、書かれてい

ると思いますが、報告が５回されて、その都度勧告が

返ってくるということだと思うんですが、この間一貫

してその勧告の中にあるものとして、条約の周知がな

されていないということがあったのではないかと思い

ます。その確認と、それから国の、日本の子供たちの

置かれている環境は過度の競争の中にあると。過度の

ストレスと与えていると、こういう内容の指摘があっ

たかと思いますが、いかがですか。 

○議長 玉城 勇君 教育部長。 

○教育部長 金城郡浩君 はい、お答えします。先ほ

ど学校教育課長のほうが述べましたのは、主となる部

分でした。それ以外の部分でもそういったふうな部分、

今議員から指摘があった部分については、指摘をされ

たということを読んでおります。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 それで皆様のお手元にも配付さ

せていただきましたが、川崎市においては、この条約

を受けて、権利条例というものをつくりまして、取組

を進めています。そのチラシを向こうで配布されてい

る、活用されているチラシを添付しました。大変申し

訳ありませんが、このチラシの枠の部分にある、ちょっ

と読みづらい小さな字で書いてあるものですから、こ

れを紹介していただけませんか。 

○議長 玉城 勇君 学校教育課長。 

○学校教育課長 宮良泰子さん お手元のリーフレッ

トの周りには、川崎市の人間として大切な子どもの権

利の７つが記載されてございます。読み上げます。①

安心して生きる権利。子どもは、愛情と理解をもって

育てられ、安全・安心に生活できます。②ありのまま

の自分でいる権利。子どもは、一人ひとりのちがいが

認められ、秘密が守られ、人として大切にされます。

③自分を守り、守られる権利。子どもは、いじめ、虐

待、体罰などから逃れたり、相談したりできます。④

自分を豊かにし、力づけられる権利。子どもは、遊ん

だり、学んだり、幸福を求めたりする中で、はげまさ

れ、力づけられます。⑤自分で決める権利。子どもは

成長にあわせて、おとなのアドバイスを受けながら自

分のことを決めることができます。⑥参加する権利。

子どもは自分を表現したり、自分の意見や考えを表し

たり、社会に参加したりすることができます。⑦個別

の必要に応じて支援を受ける権利。子どもは、置かれ

た状況がちがっても差別されません。また、障害のあ

る子どもや外国人などの子どもが自分らしく生き、社

会に参加し交流ができるように、その子どもの必要に

あわせて助けてもらえます。以上です。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 ありがとうございました。この

ように、川崎市は条例化して具体的な活動に取り組ん

でいます。できましたら、町長並びに教育長、ご覧に

なって、どの程度読み込まれたかは大変忙しい中です

から分かりませんが、感想がいただけたらありがたい

です。どうでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 町長。 

○町長 赤嶺正之君 お答えいたします。今、聞きま

して、それから議員から資料もいただきまして、読ま

せていただきましたけれども、まさに何といいますか、

子どもの権利ということよりも、私は、これは基本的

な人権を尊重するというようなことがまずベースになっ

ているなと感じました。子どもに特化した表現にはなっ

ていますけれども、よくよく読んでみますと、やはり

生まれたときからの、ゼロ歳児から高齢者まで、全て

の人が基本的な人権を保障されなくてはいけないと、

そういったものがベースになっていると感じておりま

す。我が国におきましても、日本におきましても、や

はりまだいじめとか虐待とか、そういった本当に悲し

い事故が絶えないわけでございますけれども、そういっ

たことを考えますと、子どもの権利の条約の周知とい

うのがまだまだ不十分なのかなという気もいたします。

そのあたりをしっかりと、何といいますか、国の指導

も、あるいはまた国の動向も見守りながら町としては

対応していく必要があるのかなと。この子どもの権利

をしっかりと実践するためには、国のほうが一定程度、

法律的な整理、法整備といいますか、そういうところ

まで踏み込んでいただけると市町村としてもやりやす

いのかなという気はいたします。以上です。 

○議長 玉城 勇君 教育長。 

○教育長 新垣吉紀君 資料を提供いただきまして、

ありがとうございます。今、町長が答弁されたように、

やはり個別の法はあるけれども、包括的な法がないと

いう指摘も国連からはあるようでございます。特にこ

の川崎市の条例、子どもの権利の条約は我が国の法律

も、子どもは保護されるものであるという法律はしっ

かりとあるんですが、やはり個々の権利を持って、こ

の子どもが主張する権利とか、本来親と子どもは一緒

にいるのが基本だから、そうじゃない場合もあるとい

うのを認めるというのもあります。現実、事件として

は最も保護するべき親からの虐待で非常に悲惨な状況

になっているという件、それは親の保護の義務がある

ということで、いわゆる児相とか、そういった機関が

家庭まで入っていけないというのも法律の縛りによっ

てあるものかなというのもあります。やはりそういっ
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たものを解決するためにも、子どもの権利というもの

を全面にしたそれぞれの制度とか、法整備も含めて対

応が必要になってくるというふうに考えています。 

 それとなかなか勧告に改善ができないという部分に

ついては、世界にはいろんな国があって、いろんな風

習とか習慣とか価値観というものがあるものですから、

それをなかなか、全部が全部同じルールには持ってい

けない。それはやっぱり世論も含めながら、これまで

の我が国というか、国民の価値というか、そういうも

のもありますので、例えば親は敬いなさいとか、それ

が当たり前のことなんだというのが我々はどうしても

あるので、そこは踏み越えて全てが同じ権利だという

子どもの権利を認めるというのもあるので、その辺は

やはり、最初の質問で答弁しましたが、国民でみんな

で取り組んで考えていく。制度の改正も必要であると

いうふうなことを感じております。以上です。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 どうもありがとうございました。

川崎、加えて言えば条例に基づいて、子ども会議とい

うものをつくって、市が主催して、そこでの意見は当

然市長に届けることができる。こういう仕組みをつくっ

ているようです。一足飛びにこれを求めるということ

は私はしておりませんが、もっと研究して、私たちも

議論を重ねて、私はそういったことをやっていけたら

いいなと思っております。もちろん、その上では例え

ば予算の問題なども出てくるかもしれない。その際に、

じゃあ国に助成が求められるのか、法律がないという

ことがあるかもしれない。でもできる分を、その範囲

の中ででもできる分を、その考え方をまず共有した上

で、今、町長や教育長がおっしゃったような、いろん

な考え方をうんと議論もして、考え方を共有して進め

ていくと。残念ながら南風原町の小学校、中学校では

周知されているかどうか分からないという状況です。

例えば、今の４つの原則などを掲げて学校にですね、

そういったことなどもできたらいいんじゃないかなと

いうふうに思います。もちろん、これも先生方や子供

たちの議論も経た上で、やれればもっといいなと思い

ます。この点では、先日のニュースでは、昨日か、那

覇市立仲井真中学校、この子供たちの陳情を那覇市議

会が採択したという、そういったニュースもありまし

た。また、今日はまちづくり基本条例をコピーさせて

もらいましたけれども、町長がおっしゃったように、

これは子供たちも当然踏まえられていなければならな

いと思います。そういう意味でも大切にされるように、

幸せに成長する。例えば具体化していって、過度のス

トレス、いじめや体罰、ＤＶ、最近話題になった中部

の高校での指導という名前での圧迫ですか。それで自

殺に至ったということもあってはならない。生まれた

子供をかわいがるんじゃなくて、逆なことをすると、

こういった悲しいこと、こういった不幸から自由な町

にしていくことに、まず南風原町が、それぞれの自治

体ができることからやっていく、そういう議論をうん

と深めたいというふうに思っています。以上。 

 それから飛ばしますが、ジェンダーについては、投

票所入場券のことについては、選挙管理委員会で、定

例会で取り上げていただくというありがたいご答弁が

ありました。併せて、その後の、これも新聞報道なん

ですが、政府が地方議員の成り手不足解消や議員構成

の多様性確保に向けて立候補者の住所、生年月日、性

別の告示取扱いを見直すという報道がありました。こ

のように本町が何か対応しようといることがあります

か。 

○議長 玉城 勇君 総務課長。 

○総務課長 新垣圭一君 お答えします。今、議員の

おっしゃったように国のほうから県の選管のほうに指

導的な文書が送られてきまして、町のほうにも県から

同様な文書が送られてきております。それに対しての

県選管での、特に取組については、現在のところ行っ

ておりません。今回のご質問では、先ほど答弁したん

ですけれども、性別の部分であってですね、今回の追

加の部分については、対応については委員長のほうの

確認を取っていないので差し控えたいんですけれども、

今回ご質問があったということは委員長、委員の皆さ

んにはまたお伝えしたいと考えております。以上です。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 先ほど申し上げた性別表示のと

ころなどについては、私の調べたところについては愛

知県や岐阜県でかなりの自治体でも進んでいるという

ふうに聞いておりますので、是非調査の上で適切な検

討を行っていただきたいというふうに思います。 

 それから一括交付金については分かりました。 

 最後の核兵器の禁止条約についてですが、これも報

道ベースですけれども、生命保険会社、国内の大手４

社では、核兵器関連企業への投資を自制すると、こう

いう報道がされています。非人道的な兵器ということ

で、そこに関わる資金を提供するということでは評判

が悪くなるということを恐らく懸念しての措置だと思

います。既に禁止されているクラスター弾、それから

対人地雷、化学兵器、こういったものも禁止されてい

るわけですけれども、国際的に。これについても既に

投資を禁じているそうです。核兵器はそれよりもさら

に非人道的なわけですから、是非、私は、批准は国が
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決めるべきだということだけれども、そういう立場か

ら、地方から声を上げていくということが大変大事だ

と思っております。確認をしておりませんが、例えば

長崎県、あるいは広島県、自治体は恐らくそういった

要望を出しているんじゃないかなと、確認しておりま

せんけれども、思っております。そういった形、そう

いった観点からも南風原町長としてそういう姿勢を前

面にすることはできませんか。 

○議長 玉城 勇君 町長。 

○町長 赤嶺正之君 お答えいたします。町長として

というふうなご質問でございますけれども、答弁で申

し上げておりますとおり、この件に関しまして、やは

り国のほうが防衛外交という観点からも、国のほうが

率先して対処すべきというふうに基本的には考えてお

ります。ただ、唯一地上戦が行われた沖縄県の県民の

一人としまして、議員ご指摘のとおり、やはり何らか

の意思表示といいますか、それはやるべきかもしれな

いと思っておりまして、これは歴代の町長が感じてき

たことだと思っております。そういうことで、本町は

非核平和宣言のまちということを宣言いたしておりま

すし、また考え方としましても、その宣言の趣旨をずっ

と尊重して、引き継いできているというふうに認識を

いたしております。国のほうで、やはり被爆国として、

核保有国、あるいはまた非保有国の間に立って日本国

がいろんな形で役割を果たしてもらいたいという思い

はございます。以上でございます。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 今、町長の答弁の中でも述べら

れました非核地域に関する宣言決議というのが、昭和

57年３月29日に南風原町議会で議決されております。

これは私の記憶ではたしか県内でもかなり早い時期の

宣言だったのではないかと思いますが、この辺、何か

確認できますか、時期について。 

○議長 玉城 勇君 総務課長。 

○総務課長 新垣圭一君 お答えします。県内では、

一番目になっております。日付につきましても、昭和

57年３月29日で、議員ご質問のとおりでございます。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 ありがとうございました。この

宣言決議は、中のほうでこう述べております。「もしも

核戦争がひとたび勃発すれば、最前線基地の沖縄はた

ちどころに極東の「要め石」から「捨て石」へと化す

ることは必定である。」と、述べております。どういう

形で核戦争になるかは分かりませんけれども、恐らく

沖縄県民が避難できる、全員避難して沖縄に残ったの

は軍人だけと、兵隊、その関わるものだけということ

になることはまず不可能ですよね、避難計画もないと

思います。ですから、ひとたびそういうことになれば、

これはもう何も関わらず、思想・信条どころか、性別

どころか何に関わらず全て犠牲になるということにな

らざるを得ないわけですから、町長がおっしゃった地

上戦が唯一あったということもあるし、宣言決議は先

に決議を上げたと。この南風原町からこの意思を表明

すると。議会答弁の形でも結構でしょうし、そのこと

は大変私は意義があることだと。そして世論を動かし

ていく。その一石を投じることを進めていく。こうい

う声にあるんじゃないかと思います。大変申し訳ない

けれども、改めて町長いかがでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 町長。 

○町長 赤嶺正之君 先ほど答弁したとおりでござい

ますけれども、議員もしっかりと調査なさっておりま

して、県内でも初めての、最初の非核宣言のまちでご

ざいますので、そのあたりは私も踏襲していきたいと

考えております。先ほど申し上げましたけれども、唯

一の被爆国として、国としてはやはり核保有国、ある

いはまた非保有国、その間に立ってしっかりと日本の

役割を果たしていただきたいとそういう思いでござい

ます。以上です。 

○議長 玉城 勇君 13番 大城 毅議員。 

○13番 大城 毅君 この件、批准を求める意見を南

風原町議会として上げてほしいと、こういう陳情も来

ていまして、委員会では審査は終わりましたけれども、

これは是非南風原町から物を言っていくということで

必要なことだと思います。それから先ほどの架け橋論

というのがありますけれども、日本の提案に対しては、

当初は賛成がいっぱいいたけれども、国の数で。これ

が徐々に減っているということも指摘をされています。

もっと実効ある措置を取るべきだということでござい

ます。終わります。 

○議長 玉城 勇君 お疲れさまです。休憩します。 

休憩（午前11時05分） 

再開（午前11時14分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。 

 通告書のとおり順次発言を許します。10番 浦崎み

ゆき議員。 

 

〔浦崎みゆき議員 登壇〕 

 

○10番 浦崎みゆきさん おはようございます。それ

では一般質問をさせていただきます。質問の前に所感

を一言申し述べたいと思います。東日本大震災より、

本年は去る３月11日に10年を迎えました。ここに改め



－ 123 － 

まして追悼の意を表したいと思います。南風原庁舎内

では11日２時46分、地震の起きた時間に１分間の黙禱

がささげられたと伺いました。私は、一町民として南

風原町を誇らしく感じました。今後、この震災のこと

を忘れることなく、次世代へつなぐ意味も込めまして、

節目の節には同様な取組が行われるよう希望したいと

思います。それでは一般質問に入ります。一括にて質

問、答弁でお願いいたします。 

 １．奨学金返還支援制度について。（１）本町の奨学

金利用人数は何人か。（２）奨学金返済状況はどうなっ

ているか。（３）奨学金返還支援制度の内容、また、本

町への導入についての見解をお伺いいたします。 

 大きい２問、待機児童対策について。（１）本町の待

機児童は何人か。（２）待機児童対策の一環として保護

者に代わって幼児を育てる祖父母らに手当を支給する

制度の導入の見解をお伺いいたします。（３）子育て支

援として世代間のギャップをなくすような「孫育て応

援ブック」の作成ができないか。以上、お伺いいたし

ます。 

○議長 玉城 勇君 教育長。 

○教育長 新垣吉紀君 質問事項１点目の奨学金返還

支援制度の（１）についてお答えいたします。本町の

南風原町育英会による令和２年度学資の貸与の利用者

は24名となっております。（２）でございます。償還対

象者20名中、通常償還８名、返還期限の猶予や減額返

還が９名、未償還が３名となっております。（３）でご

ざいます。若者の地元企業への就職や都市部からのＵ

ターン、Ｉターン、Ｊターンを促進を目的に地域内の

一定期間の居住、また特定業種への一定期間の就業な

ど、定められた要件を満たすものの奨学金返済を自治

体や企業が支援する制度であります。地域の課題や実

情に合った要件を定めることで地域活性化を図る制度

であり、その財源や取組事例などの調査を行っていき

たいと思います。ちなみに、令和２年６月現在で32府

県、423市町村がその制度の支援に取り組んでいるとこ

ろでございます。以上です。 

○議長 玉城 勇君 副町長。 

○副町長 国吉真章君 質問事項２点目の待機児童対

策について。（１）についてお答えします。現在、入所

調整中となっている令和３年４月１時点の待機児童数

は、３月２日時点の速報値として77名となっています。

（２）についてお答えします。子育て中の保護者にとっ

て、祖父母の協力は大変ありがたく心強いことです。

しかし、各世帯様々な家族構成がありますので手当の

支給に関しては様々な角度から考察が必要だと考えま

す。（３）についてお答えします。他県での作成事例が

ありますので、今後、調査研究をしてまいります。以

上です。 

○議長 玉城 勇君 10番 浦崎みゆき議員。 

○10番 浦崎みゆきさん 答弁ありがとうございます。

それでは順を追って再質問をしたいと思います。まず、

先ほど３番目の制度についてお話がありましたけれど

も、まず最初に制度の説明を少し行いたいと思います。

皆さんのお手元にもお配りしてありますように、チラ

シのほうを見ていただければ大体の内容がお分かりに

なるかと思います。これは将来的な返還支援対象者と

して、日本学生支援機構第１種奨学金、無利子貸与で

すね。優先的に採用される地方創生枠というのが平成

28年より創設をされております。この制度が拡充をい

たしまして、2020年６月、市町村に対しても企業が関

与しなくても、また市町村が基金化をしなくても国が

財政支援できるようになりました。一定の要件がある

わけですけれども、これは各市町村いろいろな違う立

場で設定をしているようです。それを使った市町村に

は特別交付税措置が図られて、これはまち・ひと・し

ごと創生本部より特別交付金として措置が行われる仕

組みというふうになっております。この地方創生枠奨

学金とこれまでの奨学金の違いでございますけれども、

各地方自治体に置かれる基金設置団体というふうに定

める要件によって、まず将来の、今大学生とか、そう

いう人たちが返還支援対象者として選考されていくよ

うな制度にもなっております。基金設置の団体により

まして、選考基準は異なるわけですけれども、卒業後

に地元企業に就職することを条件、またその地域に住

んで、その地域の会社に就職していくというようなこ

とで、いわゆる奨学金の肩代わりをしていくという制

度になっております。全額、もしくは一部を補塡する

ような支援、いろいろその設置団体によって地方自治

体に委ねられているわけですけれども、そういうふう

な感じの内容になっておりまして、企業が今年の４月

からは、企業がいわゆる肩代わりをする場合におきま

して、これまでも企業が奨学金返済、個人個人に対し

てする制度がありましたけれども、それは給料に上乗

せをしてやるものですから、結局、いろんな所得税、

住民税、そういったものに対して、また社会保障とし

て45％ぐらいの税金が取られていく仕組みになってい

たわけですけれども、今回からは企業が直接、日本学

生支援機構に支払いをするという、画期的な、それで

支払いをするわけですから、企業にとっては損金勘定

もされて、いわゆる所得から、儲けからこの金額を引

かれて税の金額に行くというようなすごくすばらしい

制度が整ってきております。そこで是非この制度を本
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町にも取り入れていただきたいという思いがありまし

て、今回質問をしております。まずこの内容はそのよ

うな感じになっております。 

 １番目の人数の確認ですけれども、令和２年度は利

用者は24名となっておりますが、これまでの利用者の

推移、数字の変化というのはどのようになっています

でしょうか。 

○議長 玉城 勇君 教育総務課長。 

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

町の育英会の利用者ですが、貸与者というか、申請者

を言いたいと思います。平成27年がお一人申請があり

ました。28年度が１人、29年度がいらっしゃらなくて、

30年度が２人、令和元年が１人、２年度が１人、こう

いう状況になっております。 

○議長 玉城 勇君 10番 浦崎みゆき議員。 

○10番 浦崎みゆきさん じゃあ、平均的に１人ぐら

いのあれで、令和２年度の24名というのはトータル的

な数字というふうに見てよろしいんでしょうか。例年

どおりというふうに捉えてよろしいのかどうか。 

○議長 玉城 勇君 教育総務課長。 

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

答弁の24名というのは、償還者が20名、４名が貸与中

の方ということで合計24名ということになっています。

先ほど言ったように、大体１人、２人の申請というこ

とになっております。 

○議長 玉城 勇君 10番 浦崎みゆき議員。 

○10番 浦崎みゆきさん ありがとうございます。数

字を見ると、あんまりコロナには影響はしていないの

かなということが確認できるかと思います。 

 （２）の奨学金返済状況でございますけれども、答

弁の中の償還者対象者20名中、通常償還が８名、返還

期限の猶予、減額等が９名、未償還３名となっており

ますが、これはどの時点でその数字になっているのか

確認します。 

○議長 玉城 勇君 教育総務課長。 

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

償還対象者20名中、通常償還は令和２年度に返した方

になります。償還、全額返した方が４人いらっしゃい

まして、期間内の返還、通常といいますか、償還の期

間内で令和２年度は支払いしている方が４名いらっ

しゃいます。返還期限の猶予、減額返還を行っている

方が９名ということで、未償還３名というのは令和２

年度に償還していないということで、返還猶予中の方

が２名いまして、期間内返還中の方が１名いらっしゃ

るということになっています。 

○議長 玉城 勇君 10番 浦崎みゆき議員。 

○10番 浦崎みゆきさん まず、この償還期間ですけ

れども、奨学金については余り詳しくなくて、どうい

うふうな償還の内容になっているんでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 教育総務課長。 

○教育総務課長 比嘉純子さん 規約のほうからです

が、もし、大学を卒業して、１年後に償還が始まりま

す。もし４年大学でしたら、４年間でもらった月、も

し、県外の大学で４万円だとしたら、４万円以上を毎

月返していくということになっています。 

○議長 玉城 勇君 10番 浦崎みゆき議員。 

○10番 浦崎みゆきさん ありがとうございます。４

万円、かなり大きいというふうに今感じました。それ

でこの20名から今の数字から考えてみますと、通常に

返還した方が８名と、あと残りは９名と３名が未償還

ということで、一応ざっと計算すると猶予なり、いろ

いろ支払いが困難というふうな感じで見られる方は

60％、返した方は40％というふうに見るわけですけれ

ども、皆さんのほうではこの年度によって変わるかも

しれませんけれども、この数字というのはどういうふ

うに分析なされているのか、なされていないのか、ま

たどのようにお考えなのか。確認します。 

○議長 玉城 勇君 教育部長。 

○教育部長 金城郡浩君 新規での奨学金の申込者に

ついては、以前より少し少なくなったということで考

えております。先ほど、課長のほうから答弁がありま

した。大体年間１人から２人、以前ですと、これは過

去を見ても、３名から４名ぐらいになっていまして、

社会的な制度の中で無償化、返さなくていい奨学金が

いろいろ出ましたので、その辺の流れとかがあったの

かなと。南風原町のほうについても利子がつかないと

いう形を取らせていただいているんですけれども、そ

の辺よりももっと大きな金額で借りたいという学生が

世の中にはまだいるのかなということです。償還の部

分と償還猶予の部分についてですけれども、ほとんど

の方が通常償還ということではあるんですけれども、

先ほどおっしゃったように、大体40％はスムーズに行っ

ている。６割の方は少し引っかかりがあったりとかす

るんですけれども、その中では、さらに進学であると

か就職でですね、一時期就職氷河期時代に差しかかっ

た学生達がいらっしゃるので、償還が滞っていたりと

いうことはございました。去年、一昨年あたりからか

なり改善がされていまして、結構スムーズな形で流れ

ているのではないかというふうに考えています。ただ、

３名の未償還者については、今現在、状況がきちんと

把握できていませんので、この辺はきちんと把握すべ

きだというふうに認識しています。 
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○議長 玉城 勇君 10番 浦崎みゆき議員。 

○10番 浦崎みゆきさん それで、この厳しい方が３

名ほどいらっしゃいますけれども、この３名の方に関

しましては、育英会の方針と申しますか、これはどん

なに時間がかかろうともらっていくというようなお考

えなのか、基本的な考えを確認したいと思います。 

○議長 玉城 勇君 教育部長。 

○教育部長 金城郡浩君 基本的には、その状況をき

ちんと把握した上でその辺は対応していきたいと思っ

ておりますけれども、一応は償還していただくという

ことが基本的なスタンスでございます。 

○議長 玉城 勇君 10番 浦崎みゆき議員。 

○10番 浦崎みゆきさん それでは部長のお考えを確

認いたしました。今ですね、やはり現在奨学金制度で

追い詰められている方もたくさんいらっしゃいます。

本日は、町の奨学金に関して質問をしておりますが、

今私が述べるのは一般的な奨学金制度ですね。無利子、

有利子ということで、かなりの方が本当に追い詰めら

れていると。それでやっと国も給付型の奨学金が創設

されているわけですけれども、そういったことも進ん

でいるんですけれども、現在も前の制度で借りた方々

はかなり厳しいと。本当にこれは一部の人ではなくて、

今、中間層にまで広がっているという調査もございま

す。生活上の困難を抱える人がこんなに増えた状況で、

これ以上の負担を求めるということは本当に無理があ

る状況が、昨今となっているというふうに考えます。

困難のある人をさらに追い詰めることにもなり、先ほ

ど申し述べました奨学金の肩代わり、それを対象とし

た自治体がかなり増えてきて、そこに救いの手を伸べ

させていただいているということも本当に考えられま

す。基本的に、南風原町は貸与となっておりますが、

本来奨学金というのは無償であるべきだというふうな

思いが私にはあります。そういったことで現在の状況

も考えながら、やっぱりここにある、チラシにあるよ

うな奨学金制度、これは私、今事例を述べますけれど

も、これとは別でございますが、一例としては鹿児島

県の薩摩川内市が行っている奨学金返済支援補助金の

要綱というのがありまして、薩摩川内市に就職した若

者、奨学金の返済を支援しますということで、いろい

ろ条件があって、平成28年度以降に就職した方が対象

ですよとか、そういった一定の下、条件の下、補助金

を差し上げます。そしてここは要するに前年度に払っ

た、返還した奨学金の２分の１、上限20万円を、返還

が完了するまで補助金総額が200万円に達するまでの補

助を受けることができますというような制度になって

おります。チラシにあります対象者の大学、大学院、

短大、高専、高等学校、卒業者30歳未満の方がこの地

域に住んで、そこで仕事をして、もちろん企業とのマッ

チングも大事でございますので、そういったことをやっ

ていくという、そういう救済制度を取り入れていると

ころも、答弁の中にもありました令和２年の６月現在

で32府県、423市町村がこのような支援を取り組んでい

るということの答弁もございました。是非、本町の奨

学金で多くの人材をこれまで輩出してきたものと思い

ます。また、借り手としては町の奨学金を頼りに進学

していったんですが、社会人になって様々な事情、返

還したくてもできないこと、先ほどの人数、またそう

いう状況になっているかと思います。是非、本町にも

そのような制度の創設をして、そういった方々を是非

にも救っていっていただきたいという思いがあります。

そのためには育英会規約の改正もまたいろいろと必要

になってくると思いますが、是非積極的な姿勢で町の

ほうには取り組んでいただきたいというふうに思いま

すが、決意並びに方向性があればお示しをいただきた

いと思います。 

○議長 玉城 勇君 教育長。 

○教育長 新垣吉紀君 償還金の支援でございますが、

議員からもご提示いただいたものも、どちらかという

と自治体の課題、もしくは企業の利益といいますか、

合致したものに対する奨学金の一部支援ということに

なっております。もし、議員がおっしゃっていたのは、

償還が困難になった人への支援ということで、ちょっ

と私は目的がといいますか、趣旨が別々かなというふ

うにも感じてはいるんですが、それぞれの自治体で課

題はある。例えば保育の担い手がいないから、ここに

保育士として採用して、何年か定住するのであればと

いう自治体も、ほかの情報ではちょっと見たことがご

ざいました。医療従事者とか、そういったふうな町の

課題に対して、そういった職種の人がうまく合致した

ときに支援しているというケースが見受けられました。

そうなると、やはりただ漠然と、今就職をしていない

のでという方に対する支援となると、これまでやはり

返還してきた人たちとの公平性の面も問題はあるかな

というふうには感じます。しかし、今のご時世、非常

にいろんな制約がかかる厳しいご時世ではございます

ので、今後また、企業との利害とか本町の定住促進と

なると、多分人口減少地域がやっている支援かなと思

いますが、うちは今のところはその課題はないという

ことでございますので、そういったふうな町の課題、

町内の企業との担い手の課題、あとは財源ですね。こ

れは現実的として財源のめど、それらも含めて、トー

タルで検討していく必要はあるかと思います。 
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○議長 玉城 勇君 10番 浦崎みゆき議員。 

○10番 浦崎みゆきさん 教育長がおっしゃる部分は

あるんですけれども、私としてはこういう制度を、基

金を創設しなくても、その制度を設立していただいて、

ここに書かれている、例えば仮に未償還の方が南風原

町に住んでいて、南風原町の企業に30歳未満というふ

うにいろいろ書かれていますけれども、そこら辺は町

で調整をしていただいて、その件に関してはこれもそ

の制度のまち・ひと・しごと創生本部のほうからの特

別交付金というふうに入ってくるものだと考えている

んですけれども、そこら辺はどうなのか、よくこれか

ら検証していただいて、何とかそういった方々も救っ

ていただきたいなという思いがありますので、この辺

は調査、研究をしていただきたいというふうに思って

おります。答弁の中に、人口減少はありませんがとい

うことでしたけれども、人材確保の観点から、そして

また今大学で学業をなされている方が安心して奨学金

の返済制度を利用して、是非南風原町で働きたい。そ

ういった方々を増やしていただきたい。そしてここに、

先ほど言いました、制度的にもかなり前進をいたしま

して、いろんなチラシに関しても一応、この創生制度

に関わって、そういうところは補助金、全額国のほう

から特別交付税措置をされるというふうな制度になっ

ておりまして、財源的には市町村の負担は10分の10に

拡充をされたというふうに聞いておりますので、そこ

ら辺は心配ないのかなと思っておりますので、是非こ

の制度を利用して、これからの方も、また企業とのマッ

チングもそうですし、そこら辺の情報の提供、また学

生へのお知らせ、そういったものを総合的に町として

進めていっていただきたいというふうに思っておりま

す。必ずそういう若者、そして人材が南風原町にたく

さん来ていただいて、働くことはまた町の発展につな

がっていくものと思いますし、先ほど教育長お話があ

りました、この制度と同様な趣旨で、糸満市のほうが

令和３年度より市独自の保育士奨学金返済支援制度と

いうのを創設しておりまして、保育士の確保につなげ

ていくようでございます。また、今年の１月28日の参

議院予算委員会における菅総理の答弁では、地方自治

体による奨学金返還支援制度、さらに多くの方にご活

用いただけるよう取り組んでいくと。本年４月からは

先ほど申し上げた日本学生支援機構の奨学金企業が社

員へ肩代わり、返済できる仕組みを導入する予定とし

て取組を広げていきたいという答弁をしております。

是非、この制度を早めに調査、研究して、創設をして

いただき、やはり奨学金で苦しまないような若者を、

また、現在苦しんでいる方も救っていただきたい。今、

コロナの中で世の中を、明るく、元気にしていただき

たいと思います。再度答弁をお願いいたします。 

○議長 玉城 勇君 教育長。 

○教育長 新垣吉紀君 以前からこの償還金の制度、

無償化の制度についても、そのほかの議員からもいろ

いろありましたので、この浦崎議員の提案も含めて、

今後検討してまいりたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 10番 浦崎みゆき議員。 

○10番 浦崎みゆきさん ありがとうございます。私

がこの質問において、是非推進していただきたいこと

は２つです。１つは、まず制度の創設です。そしてそ

れによる人材確保。２つ目は、制度活用によって未償

還者に対する助成制度がつくれたらいいなというふう

に思っておりますので、この２点を申し上げてこの質

問は終わりたいと思います。 

 続きまして、次に待機児童対策についてお伺いをい

たします。待機児童は、一番新しいところで77名とい

うふうになっているとお伺いいたしました。この77名

の方は今年度数字的にはどのように変化していく予定

でしょうか。 

○議長 玉城 勇君 こども課長。 

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。こち

ら77名は速報値ということで申し上げておりますが、

３月においては南風原町から他市町村へ転出するなど、

保育の申込みを辞退する、あるいはまた企業主導型保

育園へ入所するなど、こちらよりも日々数字のほうは

減少する方向で動いておりますが、こちらのほうまだ

デイリーで変化していきますので、議会開始前77名と

いうことで報告しております。 

○議長 玉城 勇君 10番 浦崎みゆき議員。 

○10番 浦崎みゆきさん それでは前年度において、

３月以降、どのような現状でございましたでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 こども課長。 

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。令和

２年４月１日の待機児童数は194名でございましたが、

それ以降は、特にゼロ歳児の待機児童が増えていくと

いうことが傾向としてあります。ただ、令和２年度に

おいては、先日報道でありましたように10月１日現在、

151名ということで、保育園が新設２園が開所したこと

によって、令和２年度に関しては年度途中の待機児童

の減少が見られました。 

○議長 玉城 勇君 10番 浦崎みゆき議員。 

○10番 浦崎みゆきさん 待機児童ゼロになりますか。 

○議長 玉城 勇君 こども課長。 

○こども課長 儀間博嗣君 令和３年度においても30

名の分園及び小規模保育園などの対応をするなど……、
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失礼しました。30名程度の増築及び小規模保育園の新

設などを行っているように、我々待機児童ゼロに向け

て取り組んでおります。 

○議長 玉城 勇君 10番 浦崎みゆき議員。 

○10番 浦崎みゆきさん 私の質問はゼロになります

かということで出しました。いかがでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 こども課長。 

○こども課長 儀間博嗣君 待機児童ゼロに向けて鋭

意努力しております。 

○議長 玉城 勇君 10番 浦崎みゆき議員。 

○10番 浦崎みゆきさん 答弁はそのようになってい

くかと思います。ただ、現実的に、やはりここ何年か、

皆さんのご努力、本当にエールを送るものでございま

すが、現状ゼロということはないかと私は思っており

ます。やはり働きたくてもですね、働かないと生活が

できないというこの沖縄の現状もありますし、特にそ

ういった中でですね、やはりこれまでの考え方で子育

てをしていっていいものなのかどうか。もっと、ある

意味分散型の保育園、保育の在り方というのも、もう

そろそろ考えていくべきときではないかというふうに

思っております。本町におかれましては、認可外保育

園に対して月1,500円の補助もしていただいて、認可外

の待機児童対策としては捉えていることに対しまして

は、本当に感謝を申し上げるところでございますが、

今後また保育園を増やしていくということもどういう

ふうな流れになっていくのか、ちょっと確定的ではあ

りませんし、また保育園が定員割れするという事態も

考えられていく状況の中で、やはりおじいちゃんおば

あちゃんが保護者に変わって幼児を育てていくという

ことに対してどれぐらいの件数かちょっと確認してお

りませんが、そういうふうに手当てをしていただいて、

祖父母らに手当てをして、子育て、家族で頑張ってい

ただきたいという考え方からそういうふうに広がって

いくものと思っております。やはり働かないと生活で

きない現実の中で、祖父母が近くにいれば相談して、

大体預かってもらっているかと思います。私も通りが

けのおじいちゃんに毎日孫を預かっているのよ、これ

どうにかしてくれないかという感じで言われたことも

ありまして、預かっていただいている方も本当に心苦

しく預かってもらっているんじゃないかなと推測をい

たします。そういったところで府中町におかれまして

はプラチナ保育手当というのがありまして、月１万5,000

円で、４月は180万円の予算を組んで、そういったおじ

いちゃん、おばあちゃんに預かってもらうという。そ

うすることによって預けている側も、預かっている側

も本当にうれしいんじゃないかなと。おじいちゃん、

おばあちゃんだってただで、時間だけ取られて、本音

は疲れるんだよねという、そういったあれを払拭する

意味も含めて、是非検討していただきたいと思います。 

 そして３番につながるわけですけれども、孫育て応

援ブックというのも、各いろんな自治体で作成をされ

ておりまして、そういったおじいちゃん、おばあちゃ

んの次世代の保育のギャップを埋めていただくという

ことで、いわゆる各方面で工夫されたハンドブックが

あるようですので、ある意味、孫育てにも心強い内容

になるかと思いますので、あらゆるマンパワーを活用

して、この保育の在り方も多面的、多様的な保育の在

り方をそろそろ考えて、また方向性を持っていっても

いいのではないかなというふうな思いでこの質問をし

ております。それに対して、最後、決意なりがあれば

いただきたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 民生部長。 

○民生部長 知念 功君 お答えします。保育所の整

備については、議員おっしゃっていますように、これ

からどれぐらい整備していくかというところ、これま

での答弁も今後慎重に需要と供給のバランスが出てき

ますのでやっていかないということで答弁してきまし

た。南風原町もその時期に来ているというところです。

おっしゃいますように、おじいちゃん、おばあちゃん

に見てもらうという部分では、親のほうとしても子育

ての負担、ストレスとかが軽減されたり、そういった

ことで気持ち的にも余裕を持って、子育てもまた楽し

くなるとか、そういったメリットもございますが、し

かしながら、南風原町に子育てをしている方々みんな

が、おじいちゃん、おばあちゃんに預けられるかとい

うと、またそういう方々も、遠くにしかいないとかで

すね、いろんな家族、親族の状況が違いますので、や

はり公平性とかそういった部分も見ていかないといけ

ないと思います。子供を見ていただくという部分では、

子ども・子育て支援制度では、本町では今のところ小

規模保育までしかないですが、家庭的保育事業という

ことで、もう一段、小規模でやる制度もございまして、

他市町村ではそれを行っている事業所も、保育者の方

もいらっしゃいます。今後、そういった部分で手を挙

げてくる方がいらっしゃれば、またそういった家庭的

保育事業という部分も出てくるかとは思います。待機

児童の対策においても、実際本当におじいちゃん、お

ばあちゃんに見てもらって、大変貢献していただいて

いるところではありますが、やはり町全体として考え

ていくときに、いろいろな家族構成の状況もあります

ので、しっかりそこは多角的に、多角的な視点から待

機児童の対策を考えていかないといけないというふう
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に考えます。 

 あとご提案の孫育て応援ブックですか、確かに世代

間のギャップとかそういった部分もあって、以前とは

違う日焼けにしろ、いろいろな部分が違ってくるとい

うのがありますが、他府県の事例で大きい市は、市が

つくったりとかもありますし、県単位でやっていると

ころもありますので、そのあたりは情報を共有しなが

ら、今後、このパンフレット等については検討してい

きたいと思います。 

○議長 玉城 勇君 10番 浦崎みゆき議員。 

○10番 浦崎みゆきさん ありがとうございました。

本当に多面的な部分から、少しずつでも、公平性とい

えば公平性に欠けるかもしれませんが、少しでも子供

にとってどのような状況が一番幸せな状況なのかとい

う面も含めまして、いろいろな角度からご検討いただ

きたいというふうに思います。よろしくお願いいたし

ます。以上で終わります。 

○議長 玉城 勇君 お疲れさまです。休憩します。 

休憩（午後０時01分） 

再開（午後０時57分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。 

 通告書のとおり順次発言を許します。14番 宮城寛

諄議員。 

 

〔宮城寛諄議員 登壇〕 

 

○14番 宮城寛諄君 通告書に従いまして質問したい

と思います。ただ、私の質問３点のうち２点は、昨日、

同僚議員がやってもう終わっている感があるんですけ

れども、せっかく通告書に出しておりますので、機会

ですので、質問したいと思います。 

 １点目の南部地域の土砂を辺野古埋立て利用をどう

思うかということで、昨日の照屋仁士議員に、答弁で

も町長の考え方なり、もう納得はしております。その

上での質問に立ちます。辺野古の埋立てに県内調達可

能の約７割が糸満市と八重瀬町から採取できるとした

設計変更が昨年県に提出されました。そのことが、さ

きの対戦での激戦地となった南部地域から戦没者の遺

骨の混ざった可能性の高い土砂を利用することは県民

の心情への寄り添いも配慮もなく、戦没者と、遺族、

県民を冒瀆するものです。人道上、倫理上からも平和

を希求する沖縄の心からも断じて許すことはできませ

ん。そのことは保革を超えた全ての県民の強い思いで

はないでしょうか。そういう観点から通告書に出しま

した、この質問を行います。（１）沖縄防衛局が昨年４

月に県へ提出した設計変更の申請書に離島を含む７地

区９町村を、辺野古の新基地建設の土砂の調達先に追

加記載しています。沖縄戦で激戦地になった南部地域

の土砂、戦没者の血の染み込んだ土砂で軍事基地建設

の埋立てに利用することは許されない。遺骨収集もま

だ終えてない地域です。戦没者への冒涜ではないかと、

怒りの声が上がっています。町長は南部地域からの土

砂を辺野古の新基地建設の埋立てに使用することをど

のように思うかお尋ねいたします。 

 ２点目に新型コロナウイルスワクチン接種方法を問

うということであります。昨日、県内で感染者が75人

でしたか、今どんどん増えている状況、第４波が来て

いると言っても間違いではないというふうに思います。

ワクチンが多くの地域で、世界中でワクチンが接種さ

れているんですけれども、そしてその効果もいろいろ

と出されています。そういう中で、ワクチンに期待す

るところは非常に大きいというふうに思います。しか

しながら、ワクチン頼みだけではなくて、日頃の、こ

れまで気をつけてきた私たちが三密を避けるとか、努

力が、要するに感染防止対策をやっていかなければな

らないというふうに思います。しかしながら、このワ

クチンを期待する多くの国民もあります。そのことで

質問をしたいというふうに思います。新型コロナウイ

ルスワクチン接種の方法を問うということです。（１）

新型コロナウイルスワクチン接種が県内でも行われ始

めました。町民へのワクチン接種は65才以上の方から

となっているようですが、どのように実施するのかお

伺いいたします。①接種場所は、中央公民館、ちむぐ

くる館、医療機関などが考えられるがどこか。②接種

する順番はどう決めるのか。③通知はどのようにする

のか、お尋ねいたします。 

 ３番目に長堂川上流のしゅんせつ・草木の伐採を問

うということです。宇平橋上流の河川内に、もしくは

法面の雑草、草木の刈取りが近年行われていません。

区民では対応できない状況であります。河川の中には

バイク等の投棄も見られます。しゅんせつ等も含めて、

草木、雑草の除去はできないかどうか、その点をお伺

いいたします。以上、よろしくお願いします。 

○議長 玉城 勇君 町長。 

○町長 赤嶺正之君 宮城寛諄議員のご質問にお答え

いたします。質問事項の１でございますけれども、遺

骨が残る可能性のある土砂は使うべきではないと、か

ように考えております。 

 質問事項の２、それから３につきましては、副町長

のほうから答弁をさせていただきます。 

○議長 玉城 勇君 副町長。 

○副町長 国吉真章君 それでは質問事項２つ目の、
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新型コロナウイルスワクチンの接種方法についての（１）

についてお答えします。まず①から③まで順次お答え

いたします。①集団接種を中央公民館で実施します。

また、個別接種に関し、町内医療機関と調整をしてい

るところです。②国が示す接種順位に従い実施してい

きます。③接種対象者へは個別通知を行います。 

 ３点目の長堂川上流のしゅんせつ、草木の伐採につ

いてお答えします。町で管理している４河川について

は、河川の状況を確認し除草作業や堆積土砂の除去を

実施しております。河川内に投棄されたバイク等は、

早期に処理を進めてまいります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 

○14番 宮城寛諄君 県民みながそういうふうに思っ

ていると思います。昨日の照屋仁士議員への答弁では、

可能であれば議員の皆さん方と行動を共にするという

ことを町長は答弁なさっていましたけれども、その辺

はどうでしょうか。例えば、いろいろコロナ禍ですか

ら人が集まって集会を開くということはできないとい

う、そういう状況だと思いますけれども、いろいろ、

今県内で意見書が出されたりやっております。もしか

したら、そのための町民大会を開くとか、そういうこ

ともあるかもしれません。昨日は議員の皆さん方と可

能であれば行動を共にすると。その辺は昨日のあれと

考え方は変わりませんか。 

○議長 玉城 勇君 町長。 

○町長 赤嶺正之君 お答えいたします。昨日は、照

屋仁士議員からは、見解とそれから町長の対応も示し

ていただきたいというふうな趣旨のご質問でございま

したので、私としては、幸いにも今回、議会のほうに

要請ですか、それも提出されているようでございます

ので、その審議の状況も注視しながら、議員おっしゃっ

た大会なり、あるいはまた要請行動なり、そういった

ようなことがあれば、私も議員の皆さん方とできるの

であれば、行動を共にできたらいいなと、そういった

思いからの答弁でございました。現段階では特に、議

員ご指摘のような町民大会とか、そういったふうなも

のは想定はいたしておりませんが、やはり思いは議員

の皆さん方と一緒ですということを、その趣旨を答弁

したというふうなことでご理解いただきたいと思いま

す。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 

○14番 宮城寛諄君 ありがとうございます。是非、

一緒に行動できればと。町民にとってもそのほうが非

常に心強いというふうに思いますので、そのときには

一緒に行動を行っていきたいというふうに私も期待を

申し上げます。この件は終わりたいと思います。 

 ２点目のワクチンの接種ですけれども、中央公民館

で行うということで、そのほか町内医療機関というこ

とですけれども、その辺の調整というのはどういうふ

うになっているのか。例えば集団接種をする中央公民

館、そのところのお医者さんなり、医療従事者ですか、

看護師さんなり、その辺は確保されているんですか。

それとも個別接種を行う医療機関との調整なんですか、

今。私が非常に懸念するところは、今、また第４波と

いうかどんどん多くなっています。そうすると医療機

関としても、例えばこれまで集団接種に可能とされた

方がちょっと難しくなったとか、そういうふうになり

はしないかというふうな懸念があります。ですからそ

ういったリバウンドというんですか、広がる前に本当

はワクチン接種は早めに打っていかないといけないん

ですけれども、ワクチンの量が国から来るわけですか

ら、それは特に南風原町独自に前へ前へとやるわけに

はいかないと思うんですけれども、その辺の医者の確

保、医療従事者の確保というのを、その辺は十分に今

なされているんですか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 宮城寛諄議員の質問

にお答えいたします。ワクチン接種に関しましては、

集団接種と個別接種、両方を行ってまいります。集団

接種に関しましては、医師、看護師等の確保を南部地

区医師会と協議を行っていまして、また個別接種に係

る町内の医療機関も個別に当たって、今調整している

段階になります。以上です。 

［宮城寛諄議員より「休憩願います」の声あり］ 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午後１時10分） 

再開（午後１時11分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。14番 宮城寛諄議

員。 

○14番 宮城寛諄君 集団接種のほうもまだ調整中と

いうことですけれども、これはいつ頃こういうのが分

かるんですか、確実にできるという。だって皆さん方

は来月の中旬でしたか、案内をかけるわけでしょう。

ということは少なくとも来月中には確保、案内かける

前に確保も確実だというふうに分かっていないといけ

ないと思うんですけれども。個別接種のほうはその都

度、調整していけばいいとは思うんですけれども、少

なくとも集団接種のほう、この辺の見通しというか、

その辺はどうなんですか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 お答えします。地区

医師会とはこれまで数回協議を行っていまして、通知
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を発送する前には日程等が決定していく予定になって

います。以上です。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 

○14番 宮城寛諄君 分かりました。そうじゃないと

いけないと思います。実は私がこの質問を取り上げた

経緯というのは、町民がどうしたらいいんだというふ

うに戸惑わないような方法を是非取ってほしいという

ふうに思ったんですね。それでこの質問をしているん

ですけれども、医者の確保、是非精力的にやってほし

いというふうに思います。 

 それから②国が示す接種順位というのは、これは昨

日皆さん方が報告していた１から６まであったんです

けれども、最初医療従事者、それから65歳以上、基礎

疾患のある方、施設従事者、60から64歳、その他とい

うふうになっていたんですけれどもそういうことです

か。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 そのとおりでござい

ます。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 

○14番 宮城寛諄君 最初に医療従事者ということで

すけれども、この医療従事者というのは国、県の責任

でやるんじゃなくて、市町村も医療従事者を行うんで

すか。僕はその辺がよく分からない。僕は市町村は65

歳以上からまずやると、もうそこまでは終わっている

というふうな感覚で捉えていたんですが、そうではな

いんですか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 お答えいたします。

医療従事者等のワクチン接種の実施につきましては沖

縄県が行って、65歳以上の分からは市町村、南風原町

が実施主体となります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 

○14番 宮城寛諄君 そうですよね。昨日６つの順番

を言っていましたので、医療従事者も町がやるのかな

とちょっと疑問に思っていたところです。分かりまし

た。それで接種者のほうへは個別に通知を行うと。こ

れははがきか何かで通知をして、その後はどういうふ

うに住民は行えばいいんですか。昨日のあれでは電話

でやるとかという話があったんですけれども、例えば

１日何名できると。100人できるんだったら、先着100

名様みたいな、そういうふうなところでやるのかな。

それで１日は埋まっているから、次は２日にやってく

れ、３日にやってくれというふうなそういう動かし方

をやるのかな。その辺は通知が行ったら電話で早い者

勝ちというふうになるのかどうか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 お答えします。通知

を送りました後に、予約開始日を設けまして、半日で、

集団接種に関しましては半日240人、これは３時間、４

時間当たりになりますが、また三密を避ける意味で30

分ごとに何人と決めまして、そういった感じで予約を

受付、また電話予約と並行しましてウェブでも受付で

きるような取組を行っています。以上です。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 

○14番 宮城寛諄君 夜でも受付できるということで、

それも時間があるんでしょう、多分。その辺はこの通

知に何時から何時までにやってくださいというふうに

書かれているというか、指定されているということで

よろしいですか。 

 それで、中にはこのワクチンに対する不信感という

か、私は打たないという方もいますし、その辺の対応

は皆さん方どういうふうに行いますか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 お答えします。

ちょっと先ほど、受付に関しまして、ウェブ受付です。

あとまた、続きまして、こちらのワクチン接種に関し

ましては強制ではなくて本人の意思を確認した上で行

うものですから、その辺の説明等は十分説明して、本

人納得の下、ワクチンを接種していただくということ

になります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 

○14番 宮城寛諄君 １日集団で240人、昨日の話だ

と65歳以上何名と言っていましたか。8,000名でしたか。

その人数だと20日間かかるのかな。違うか。40日か。

というふうにかかるわけですけれども、その間、例え

ば申込みしていない方、私は打たないと言っているの

か、あるいは忘れているのか、そういうことで受付し

ていない方を、皆さん方はどういうふうな説得の仕方

をするのか。尋ねていくとか。電話は来ないわけです

から、受付しないから。皆さん方がそういう接種され

ていない方に対して、例えば文書で流すのか、電話な

のか、尋ねて行くのか、その辺はどういうふうになさ

いますか。 

○議長 玉城 勇君 民生部長。 

○民生部長 知念 功君 できるだけ多くの方に接種

していただきたいというふうに考えております。接種

が開始されてきますと、接種が進みますと、システム

のほうにどんどん登録していって接種状況が見えてき

ますので、そういった状況を見ながら、その次の接種

の勧奨あたりは、その時点でまた検討してまいります。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 
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○14番 宮城寛諄君 是非、みんながワクチン接種で

きるようにしてほしいなと思います。ただ、いろいろ

来るワクチンを国が許可するのに、これまでだったら

日本は、こういう薬とかワクチンとかの認可が下りる

のが物すごく長いと言われたけれども、このコロナウ

イルスのワクチンに関しては非常に短くやっているの

で、年寄りから先に打つのは人体実験かと言う方もい

るぐらい、疑問を持っている方もいらっしゃるわけで

すから、しかしながら、今の状況ではワクチンを打て

ばそれなりの抗体ができるというふうなことも報道さ

れていますし、是非感染拡大を防ぐためには、私たち

一人一人の行動がまず大事だし、それとワクチンを打

つことが大事だというふうに思いますので、是非その

辺は全員が打てるような形で頑張ってほしいと思いま

す。この点は終わりたいと思います。 

 ３点目の長堂川の草木の伐採についてですけれども、

４河川についてというふうに、順序よくやっていくと、

順序よくじゃないな。確認しやっていくというふうに

なっていますけれども、以前はある程度の予算を組ん

で200万円だったかな、300万円だったかな、長堂川と

宮平川を毎年交互にやるというふうにあったんですね。

それだけではできないということもあって、その後、

重機代だけを予算化して、それでできる範囲、それか

ら予算も新たにつけたりしてやっていました。長堂川

のほうも草木の伐採は河川の中に業者の皆さん方が

入って、草木の伐採やしゅんせつを行っています。そ

れからずっとそのままということです。山川のほうで

はその河川沿いの共同作業でやったりしているんです

けれども、河川の中まで、それから草木の伐採までは

なかなか手が回らないと、今そういう状況です。それ

で皆さん方に是非やってほしいということの要望で質

問をしております。いろんな河川の中に土が滞積して

いる状況、それからそういう草が川の中で繁茂してい

るわけですから、そこにいろんなものが捨てられてい

るんですね。僕は、皆さん方ちゃんとやったかなと、

オートバイはなくなっているのかなと。昨日も見て回

りました。今度はオートバイ、自転車、椅子、ごみ袋、

いろんなものが捨てられているんですね。早めにやら

ないと、あの河川沿いの管理道路が、特に宇平橋のと

ころから来ると住宅があったりして、ちょうど陰になっ

ているんです。それで後ろのほうで飲み食いをしてい

る、そういう状況もあるし、ごみが捨てやすいのか、

是非その辺の管理は早めにやってほしいと思います。

ところでこの４河川の状況を見ながらというけれども、

今皆さん方は優先順位として、どういうふうな順序で

今後整備しようと思っていますか。その点をお伺いし

ます。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。議員がおっしゃるとおり、以前はかなり財源が確

保されていまして、順番よくというんですか、宮平川

とか長堂川とか、順番よく整備が行き届いていたとい

うのが現状だと思っております。現在は、近年大雨等

による氾濫が見受けられる宮平川を中心に、重点的に

土砂の除去を行っていきたいということで、令和３年

度も宮平川を中心とした維持管理をしていくと。土砂

の除去ですね、草木も含めてですけれども、対策を講

じてまいりたいと思っております。それから長堂川に

ついては、一応、これまで以前については、それなり

の財源確保の下に維持管理がなされた現状はございま

す。ただし、財源がかなり厳しい状況もありまして、

まずは優先的に一部氾濫が見られる宮平川を中心とし

た維持管理をしていこうと。長堂川につきましては、

今は清掃作業員がおりますので、安全対策が必要ない

程度のものに関しては、作業員を活用しながら除去作

業をしていきたいと思っております。今後また現場を

確認しまして、必要性が出た場合については関係部局

と協議しまして、予算確保ができないかどうか協議し

ていくということにしたいなと思っております。以上

です。 

○議長 玉城 勇君 14番 宮城寛諄議員。 

○14番 宮城寛諄君 浸水の被害があるということで

あればそれは優先すべきだと思います。宮平川のほう

も大分河川の中が、向こうも土砂があって、陸化して

いるところもあるみたいですけれども、是非その辺は

処理をお願いしたいと思います。それと長堂川ですけ

れども、特に宮平川と違って酷い状況なのが、法面に

草木、それからススキなどもそうなんですけれども、

ものすごく生えているんですよね。ああいうのは、機

械がないとだめじゃないのかなというふうに思うんで

すけれども、その辺はこれまでの清掃作業員ですか、

要するに公園整備をやっている方たちのことだと思う

んですけれども、この方たちにお願いしてできるので

あれば、是非その辺を進めてほしいと。せめて法面の

部分だけでも伐採してもらえないと、何というんです

か、河川が、まさにごみ捨て場みたいな感じになって

いるんですよね。その辺は気をつけて整備をしていく

というふうに、そういうふうにならないように、向こ

うはウオーキングコースにもなっておりますし、是非

河川の流れがよくなるような形で、これから集中豪雨、

いろいろ温暖化で予測不可能な雨が降ったりしますの

で、その辺はそういう災害が起きないように是非やっ
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てほしいというふうに思います。以上で終わりたいと

思います。ありがとうございました。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 補足ということ

で、先ほど作業員の件に触れましたけれども、作業員

については、今、管理道路を中心とした沿線沿いの草

木の処理程度は作業員で対応はできますが、法面につ

いては、安全対策が必要になってくるということで、

作業員の対応が難しくなるので、今後、関係部局と財

源確保が可能かどうか協議してまいりたいと思ってお

ります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午後１時29分） 

再開（午後１時31分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。 

 通告書のとおり順次発言を許します。11番 宮城清

政議員。 

 

〔宮城清政議員 登壇〕 

 

○11番 宮城清政君 それでは一般質問をさせていた

だきます。今日は、土地利用関係で２点ほど質問した

いと思います。 

 まず最初に１点目、照屋地区土地区画整理事業につ

いてでございます。（１）今の進捗状況はどうなってい

るか伺います。（２）この事業のこれまでの経緯を伺い

ます。（３）今回、新年度予算のほうに南風原南インター

チェンジ周辺の土地利用計画策定業務が計上されてお

ります。この南インターチェンジ周辺土地の利用計画

策定業務と照屋地区との関係性はどうなっているか伺

います。 

 ２点目、本部後原についてでございます。（１）農用

地除外に関してはどのように考えておりますか、お伺

いします。（２）照屋地区のような事業は可能かどうか

お伺いします。よろしくお願いします。 

○議長 玉城 勇君 副町長。 

○副町長 国吉真章君 質問事項１点目の照屋地区土

地区画整理事業についての（１）についてお答えしま

す。照屋地区については、令和３年１月15日に発起人

会と事業化検討パートナーが覚書を締結し、具体的に

土地区画整理事業の組合施行に向けて取り組んでおり

ます。令和３年度は、発起人会で測量、調査設計及び

事業計画書等の作成を行い、令和５年に組合設立を目

指しております。 

 （２）についてお答えします。平成30年度から地域

及び関係地権者との合意形成を図りながら、土地利用

構想、整備手法等の検討を行いました。昨年は、関係

地権者から土地区画整理事業の検討に対する仮同意の

取得を行った上で発起人会が発足され、令和２年度は

権利調査及び関係地権者の意向調査等を実施し、土地

区画整理事業の組合施行に向け事業化検討パートナー

を決定しております。 

 （３）についてお答えします。南風原町第５次総合

計画に掲げる新規産業ゾーンの実現に向けて、南イン

ターチェンジ周辺土地利用計画策定業務は関係地権者

との合意形成、土地利用計画、事業化検討、関係機関

協議資料作成等を含め照屋地区のまちづくりの方向性、

事業化の実現性を検証した業務となっており、本業務

のこれまでの成果により、発起人会の発足、事業化検

討パートナーの決定等、土地区画整理事業組合施行に

向けて進捗しております。 

 ２点目の本部後原についての（１）についてお答え

します。平成30年度の農業振興地域整備計画書の変更

にて、本部後原の農用地区域の除外を行いました。除

外した箇所がある程度、利用された状況でなければ新

たな農用地除外は厳しいものと考えます。 

 （２）についてお答えします。現在策定中の都市計

画マスタープランにおいて、産業系の土地利用地区と

して方針を示す予定です。事業導入については、地域

及び地権者の合意形成、事業可能性についての調査を

する必要があります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 それでは再質問させていただき

ます。答弁いただきました内容を見ますと、（１）と（２）

はほぼ関係している状況でございます。（２）の中でそ

ういう進捗状況等もありますので、一括してまた再質

問したいと思います。本当は順序、経緯が最初だった

かなと思ったりもしていますけれども、この南風原町

がパートナー、まずこのパートナーという意味合いで

すね、発起人会とパートナーが覚書ということになっ

ていますが、これをちょっと教えてもらえますか、パー

トナー。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。現在は、発起人会ということになっておりまして、

これから順次組合というふうに名称が変わっていきま

すけれども、現在は正式に業務代行者としてはまだなっ

ていなくて、事業化に向けた検討をするような、一緒

に支援していくようなパートナーとしての位置づけで

締結はしているということになります。今後は組合な

りが設立しますと、事業化代行予定者としての締結を

していくと。それから組合が設立されますと、業務代
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行者としての契約を締結していくというふうな流れに

なっています。 

［宮城清政議員より「休憩願います」の声あり］ 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午後１時38分） 

再開（午後１時39分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。まちづくり振興課

長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 現在、契約を締

結しているパートナーというのは、今３社ＪＶで契約

を締結している業者でございます。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 じゃあ、この発起人会と企業２

社で、３者で今、事業化に向けて検討している最中と

いうことでよろしいですか。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 議員がおっしゃ

るとおりでございます。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 これまでの経緯の中で、南風原

町が照屋地区区画整備事業に踏み込むに当たっては、

最初の仕事というんですか、これは基本構想の中で産

業振興ということで、そこで話が出て、最初の動き、

どのような動きから始まったのかというのを、ちょっ

と合意形成とかいろいろ図りながらとありますけれど

も、仮同意とか、こういうものはどのようにして地権

者との交渉の仕方というんですか、このやり方をどの

ようにしてやったかというのを教えてもらえますか。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 今、土地区画整

理事業導入に向けて取り組んでいる最中でございます

けれども、議員からも質問がありました経緯について

は、まず平成30年度の現況の把握とか、あとは土地利

用計画の検討とか、あとは整備の手法等についての地

域を交えながら勉強会を開催しています。それから令

和元年度に、それを受けましてまちづくりの実行に向

けての用途地域の案の作成をしたり、地区計画の案の

検討を行って、それに基づいても、前年度と同じよう

に地域の説明会とか勉強会を開催している。それから

令和２年については地権者の調査とか地権者の意向調

査、企業ニーズ調査等も含めて検討しまして、その段

階でも地域の説明会等を開催していると。現在に至っ

ております。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 説明会、研修会等々行ったとい

うことですけど。当初、どんなものですか、地権者と

いうのは、大分いますよね、100名以上いるのかな。そ

の段階で説明会とかそういう、大体何％ぐらいの方々

が参加されていたかとか。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 年度に応じて、

人数に多少違いはありますけれども、おおむね20名か

ら30名の方々が参加して、勉強会とそれから説明会を

行っているということです。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 これは20名、30名の方が、自分

が質問して聞きたいことは、例えば地権者が100名いた

とする。この地権者の皆さんに区画整理事業を計画す

るよみたいな、そういう働きかけというんですか、最

初の動き、行政からの動きですね、例えば尋ねていっ

てやったのか、それとも集めてやって、今、研修会は

二、三十名というんですけれども、これ100名ぐらいい

ますよね。実際、何名地権者がいて、どのような感じ

でやったかというのを教えてもらえますか。 

○議長 玉城 勇君 経済建設部長。 

○経済建設部長 金城政光君 何年頃からというのは、

ちょっと私も、課長前でございますから分かりません

けれども、１軒１軒回って意向調査はしております。

そのときから大半の賛同が得られたというふうに伺っ

ております。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午後１時44分） 

再開（午後１時44分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。11番 宮城清政議

員。 

○11番 宮城清政君 そこが聞きたかったんですよ。

当初、町として動いて、各地権者回ってみたいなこと

をちらっと聞いたことがあるので、そこでそういう区

画整理の、これあるよということで、地権者にまず知

らしたということだったように思います。この令和、

一番最初に令和３年度に発起人会で測量、調査設計及

び事業計画書等の作成を行い、令和５年に組合設立を

目指しておりますと。これは事業主体の正式なあれは

まだ、発起人会で新年度は測量とか調査設計、事業計

画書、これを委託するのか。これまではパートナーっ

て覚書で締結して事業の施工に向けて検討、取り組ん

でいるということなんですけれども、委託契約とか、

そういうのは今まではないということでいいんですか。 

○議長 玉城 勇君 経済建設部長。 

○経済建設部長 金城政光君 今回の手法は、南風原

町でも初めての手法で、県内でもこの規模の業務代行

の区画整理はございませんけれども、そういう状況で
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手探りでやっているというか、勉強しながらやってご

ざいます。業務代行の区画整理方式ですので、今の状

態というのはパートナーと発起人会が覚書を締結して、

事業化に向けて進めていきましょうというところです。

この業務代行方式のいいところは、組合設立までの費

用がございます。これを業務代行、すみません、今業

務代行と言いましたが、業務代行予定者と今はパート

ナーと呼んでいますけれども、こちらが負担すること

ができるということでございます。要は、組合設立ま

では組合としてはお金を借りることもできませんので、

そういう費用が通常の場合、この発起人会の誰かが、

代表者が借りるとか、そういうことになるんですけれ

ども、この場合は代行予定者がやることができるとい

うことで、代行予定者とパートナーと発起人会は覚書

を交わしているわけですけれども、組合設立までのこ

の費用は基本的にはパートナーが費用を出せるという

ことで、今僕らのほうでは伺っております。ですから、

発起人会がやる形にはなりますけれども、費用を出し

て動くのもパートナー、代行予定者になります。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 私も初めての組合方式のという

ことで、初めてなものだから、なかなか分からない点

が多過ぎて質問しているんですが、この今、パートナー

と覚書で締結をして、その中で事業所、企業２社と発

起人会ということで、また先ほどの話ではパートナー

が、委託契約とかそういうのもあるわけですかね、こ

のパートナーというのは。業務、代行の内容でね。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。業務代行者とのこういった事業、測量とか入れる

ときの契約ということで理解してよろしいでしょうか。

現在はパートナーとの覚書も締結をしていまして、先

ほど部長からも説明がありましたが、測量設計とかそ

れを令和３年度に一応スタートさせます。その３年度

については、代行者が立て替えて、この費用は全て立

て替えておいて実施していくというふうに伺っており

ます。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 分かったような気がするんです

けれども、このパートナーというのが業務代行もやる

ということで、これは覚書か何か、それが入っている

か分からないが、そこが測量調査設計事業計画書作成

等の費用はそこが持つということでいいですよね。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 議員おっしゃる

とおりでございます。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 じゃあ、南風原町の仕事、役目

としては各地権者への周知と、発起人会をつくらせた

のかどうか分からないが、そこで後は発起人会とパー

トナーで事業を進めていく。町としての役割というの

はどういうのがありますか、今後。 

○議長 玉城 勇君 経済建設部長。 

○経済建設部長 金城政光君 役場は、南風原町のま

ちづくりに寄与するということはございますので、こ

れはこれからも協力していくということになります。

法律でもこの組合は行政に支援を求めることができる

ということになっておりますので、いろんなところで

支援を求めるのは、まだどういうものを求めるかも私

どももまだ聞いておりませんけれども、支援はこれか

らも求めることはあると思います。どれだけ南風原町

が支援するというのを、こういうのはまだ決まってご

ざいません。先ほどの代行者ですけれども、まだパー

トナーの段階では代行者としては決まってはございま

せん。どこまで代行するかというのを、これからまた

組合、今の発起人会が組合になってきますけれども、

そのときにまた双方で契約を交わすことになりますの

で、ですから状況としては組合設立、区画整理に向け

てパートナーと一緒に発起人会が進んでいるというと

ころであって、内容としてどこまで組合、最終的には

組合ですね、組合がこの代行者に、代行者がここにな

るかも分かりませんよ、まだ。代行者にどれだけのも

のを業務を代行していただけるかというのもまだ決まっ

ていないというところです。それから双方話合いをし

ながら決めていくということになります。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 代行者はもちろん、今決まって

いないということだろうと思います。このパートナー

の２社というのが、恐らく専門的な知識があって、そ

こで測量とか調査設計等々がやられるということは、

この会社でやるか、委託するか分かりませんけれども、

そこまでやって、あとは組合、まず事業主体というの

は組合ということでよろしいですか。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。組合でございます。それから先ほど議員がおっしゃっ

ていた、２社ではなくて、３者ＪＶということで今動

いております。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 南風原町の負担というのはない

ということで、協力体制ということで、あとは組合側

設立までを協力して、持っていって、あとは組合の発
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注でこの事業を行う。それが令和５年度ぐらいのめど

ですという、そういう意味でよろしいですか。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。あくまで、今現段階では予定の工程ではございま

すけれども、令和５年度に組合設立を今目指しており

ます。令和８年に事業の完了、令和８年、事業完了の

スケジュールで動いているというふうに聞いておりま

す。 

○議長 玉城 勇君 経済建設部長。 

○経済建設部長 金城政光君 ちょっと補足します。

確かに組合施行でやるという方向で考えております。

組合方式の業務代行方式、業務代行方式もいろいろな

代行のさせ方があって、一括代行なのか部分的な代行

なのかというのもございます。町の負担としては、先

ほども言いましたけれども、負担がどれだけというの

は、向こうは事業計画はまだですので、どういうもの

が出てくるかは分かりません。よくあるのは公共施設

の一部を町がやるとか、こういうのはございます。例

えば、想定されるのは下水道とか、そういうものの整

備、水道もそうですね、そういうものは普通に考えら

れます。道路の整備も求めることもあるかもしれませ

ん。これは一部ですね、多分。それとあと、町として

は当然やらないといけないのは、組合設立して組合が

まちを変えていくわけですけれども、そのときにやっ

ぱり手続がございますので、都市計画法上の手続とか、

そういうのはやはり町としてやっていかないといけな

いということになります。すぐ考えられるのは線引き

とかですね、あと地区計画を定めなさいということに

なりますと、地区計画を定めるような計画とかはそれ

は町の仕事になると思います。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 それでは（１）（２）はこれで

終わります。 

 （３）南インター周辺。今回の利用計画策定業務、

これは５次総合計画の中で産業ゾーンの実現に向けて

ということであります。ここでも関係地権者との合意

形成等々入っています。これは照屋地区の地権者とは

どうなっていますか。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。合意形成については、事業導入前からアンケート

を実施したり、それからこういった策定業務において

も、先ほどご説明しましたけれども、いろんな現況を

把握しながら、また整備手法についても検討しながら、

あと地権者の意向調査等も踏まえまして、今、仮同意

ではございますけれども、90％弱ぐらいの同意が得ら

れているというふうになっております。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 分かりやすく、ちょっと聞き方

がまずいのかなと思って。照屋地区の地権者がおりま

す。今回の利用計画策定業務に関しての関係地権者と

あります。照屋地区の地権者、この関係地権者はどう

なっていますかということで、同じ人なのか。これは

南インター周辺だから津嘉山側も入っているかなと思

うんですよ、この産業振興ゾーンは照屋側と津嘉山側

にありますのでね。その辺、今計画している照屋地区

の区画整理の地権者も入っているだろうと思ってはい

るんですけれどもね、今度の計画の中で。これはそれ

でいいですか、地権者。 

○議長 玉城 勇君 経済建設部長。 

○経済建設部長 金城政光君 すみません、南イン

ター周辺の計画の策定業務につきましては、照屋地区、

津嘉山地区、両方入ってございます。その中で事業化

をするに当たって、津嘉山と照屋に分けて、そして照

屋のほうが先行しているというところです。照屋に関

しましては、90％程度の賛成を得ております、という

ところです。津嘉山に関しましては、いい感触ではご

ざいますけれども、その数値的なところはまだしっか

り把握はしてございません。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 これは土地利用の計画、策定業

務ですので、この土地利用計画があって、次に区画整

理があるだろうというふうに思ったんですね。これは

新年度の、今年度の計画で委託契約の中に入っていま

すので。そういった意味では南風原町のこういう委託

業務関係の予算とか、そういうのも照屋地区の区画整

理との関係性もあるんじゃないかと思って、今聞いて

いました。その辺は、あると言えばありますよね。 

○議長 玉城 勇君 経済建設部長。 

○経済建設部長 金城政光君 この計画自体が総合計

画に基づいての土地利用の転換ということでやってお

りますので、それでその中で、じゃあそれをどう具体

化というか、実現していくかというのに区画整理があっ

たということです。要はこの調査の中で検討した結果、

区画整理での事業化、産業誘致が可能だろうというこ

とで進めてきているというところです。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 今回の土地利用計画策定業務

は、そういった意味では資料もあるのかなと、やりや

すくなるのかなと受けました。 

 ２点目に行きます。本部後原についてです。これは
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平成30年度で農振計画書の変更で後原の農用地区域の

除外を行いましたと。このときは今とは違って意外と

面積的には多く除外されたなという印象を受けました。

その前は２筆だけ除外されていましたのでね。ただ、

結局、除外した場所で開発されているのかとか、県は

その辺をよく見るみたいですけれども、２年前、３年

前ですか、２筆除外したときには１筆に住宅が２つ建

ちました。今回、この間、去年除外したところ、ここ

でも住宅がつくれるかという話が来ています。ただ、

これはでも、ぽつんぽつんと住宅ができたんではとい

う考えがあります。そういったことで今回、この質問

をしていますけれども、この答弁から見ると前みたい

な除外は厳しいよという意味に受け取っていますけれ

ども、この辺はどうでしょうか、この後原に関しては。 

○議長 玉城 勇君 産業振興課長。 

○産業振興課長 金城克彦君 はい、おっしゃるとお

りです。前回、南風原町では農振除外を、面積でいい

ますと、約１万5,000平米。そのうち本部後原が7,500

平米除外しています。ということは、南風原町の農振

計画書の半分を占めているわけです。県もそうですけ

れども、私たちのほうも大きく除外した部分がある程

度利用される。極端に言いますと、家が建ち並んでき

た。そしてこの7,500平米のうち、割合ははっきり言え

ませんけれども、ある程度、７割とか８割ぐらい家が

建ち並んできたということになれば、それに隣接する

ところを拡大するという話は出てくると思いますけれ

ども、今の現状でいいますと、あまり利用されていな

い状況なので、そのされていない状況の中で、さらに

除外を拡大するということは厳しいものだと考えてお

ります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 確かにこれまでもそういう経験

をしてきていますので、なかなか除外は厳しいだろう

と思っております。そこで（２）の照屋地区のような

事業は可能かという質問をしております。この本部後

原は何ゾーンですか。計画では。 

○議長 玉城 勇君 休憩します。 

休憩（午後２時06分） 

再開（午後２時06分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。まちづくり振興課

長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 南風原町の第５

次総合計画の中では、新規産業ゾーンとして位置づけ

されております。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 本部も、後原も産業ゾーン、前

に図面を見てちょっと意識があったから、同じ。質は

同じじゃないかもしれないけど産業ゾーンということ

で合っておりました。しかも、津嘉山区画整理は本部

の後原まで引いてきています。そこで今、さっきあっ

た照屋地区みたいな、そういう地区計画みたいなもの

ができないかということを質問しております。答弁で

は地域及び地権者の合意形成、事業可能性についての

調査をする必要があるということで答弁をもらってお

ります。これはその地域、地権者の合意形成があれば、

そういう区画整理あるいは地区計画等々、可能性があ

るということでよろしいですか。 

○議長 玉城 勇君 まちづくり振興課長。 

○まちづくり振興課長 仲里 明君 お答えいたしま

す。現段階で可能性がありますという段階ではござい

ませんが、答弁の内容にもありますけれども、地域及

び地権者の合意形成とか、事業の可能性について調査

する必要性があり、その結果、その調査をした結果、

そういった導入が図られるかどうかというのがまず最

初に来るのかなというふうに思っております。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 照屋地区でいろいろ細かいこと

を聞いたのは、実はこの本部地区に当てはめたらどう

なるんだろうということで聞いております。例えば調

査が必要だということで、この行政のほうで、同じ産

業ゾーンでこれはもう区画整理もくっついてきている

し、これも開発したほうがいいんじゃないかという考

えで、そういう調査を入れたほうがいいんじゃないか

とかいろいろ、今の考え方、今でいいですよ。今どの

ように後原の地域をどのように考えているかというの

を。 

○議長 玉城 勇君 経済建設部長。 

○経済建設部長 金城政光君 お答えします。総合計

画でも産業のゾーンということにはなってございます

けれども、先ほど業務代行方式の区画整理ということ

でございますけれども、これはある意味では企業側も

かなりのリスクを背負いながらやる。要は先行投資し

ますので、そういうところもございます。ですから、

かなり魅力的なところじゃないと厳しいところがござ

います。そういうことで、南インター周辺と本部後原

では条件が違いますので、この辺またこういうのが導

入できるかというのは、やっぱり課長が言ったように

しっかり調査をして、見込みがあるのかというのも考

えながらじゃないとできないなと思っております。そ

ういうことで、それとまた最初から言っておりますけ

れども、これ最初の事業ですので、業務代行方式とい

うのは那覇市あたりの再開発とかそういうことではよ
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く使われておりますけれども、区画整理では、これだ

けの大きなものは10ヘクタール、そんなに普通の規模

ですけれども、そんなに、うるま市あたりに小さいの

がございますけれども、この規模は沖縄県ではないん

ですね。そういう事業ですので、やっぱり照屋地区の

進捗をしっかり見てからではないかなというふうに考

えております。照屋地区のある程度の進捗が出て、次、

津嘉山に移る。また本部後原が可能か、この辺を検討

していくということになろうかと思っております。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 確かにこれは相当時間はかかる

ということだと思います。県内でいうと、浦添がそう

いう組合方式でやっていましたね、西原グヮーでした

かね。これよりも大分時間はかかるので、それ以外に

何か地区計画みたいな、後原、奥俣原もそうですね、

あの地域一帯として。町長何か、その辺でこの地域を

何とかしないといかんなという、考え方はございませ

んか。 

○議長 玉城 勇君 町長。 

○町長 赤嶺正之君 お答えいたします。本部後原に

関しましては、私も担当部長からありましたように、

ある程度、照屋地区が進んだ状況で、照屋地区を一つ

のモデルとして、次は津嘉山、次は本部後原というふ

うな流れになるのかなというふうに、内々はそう思っ

ているんですけれども、議員ご指摘のようにちょっと

時間がかかり過ぎるという感もございます。そういう

点からしますと、平成30年度にやりました農振除外も

なかなか厳しい部分がございましたので、これから除

外するにしましても、この一連の連単した面積を、土

地利用計画を立てて除外をしていくという手法しかご

ざいませんので、そのためにはやはり面整備が必要で

ございますから、組合施行であっても区画整理事業が

もうちょっと時間がかかるのであれば、議員ご指摘の

とおり、地区計画でですね。やはり地区計画も地権者

の皆さんがみんな同意していただいて、そこに大まか

な公共施設を配備していって土地利用を考えていくと、

みんなで、地権者の皆さんが土地利用を考えていくと

いう点では区画整理事業とやや似ているところがござ

いますので、同時に一連とした面積の土地利用の転換

が図られますので、私の政策の一つとして、インター

チェンジ周辺あるいはまた幹線道路の沿線沿いの土地

利用の見直しというようなことに合致しますので、そ

のあたりをもっと積極的に調査研究を進めていきたい

と思っておりますので、ご理解のほどをお願いいたし

ます。 

○議長 玉城 勇君 11番 宮城清政議員。 

○11番 宮城清政君 農振農用地除外も厳しい状況、

あるいは今言う区画整理も時間がかかります。そういっ

た意味ではそういうことも念頭に置かれて、是非本部

後原もあるなということを念頭に置かれて、今後検討

を進めていただけたらなとお願いして終わります。 

○議長 玉城 勇君 お疲れさまです。休憩します。 

休憩（午後２時15分） 

再開（午後２時25分） 

○議長 玉城 勇君 再開します。 

 通告書のとおり順次発言を許します。９番 金城好

春議員。 

 

〔金城好春議員 登壇〕 

 

○９番 金城好春君 こんにちは。２日目の一般質問、

５番手であります。執行部の皆さんには大変お疲れの

ことと思いますが、もうしばらくおつき合いのほどよ

ろしくお願いします。今日は、４点質問いたします。 

 最初に、新型コロナウイルス対策のワクチン接種に

ついてをお伺いしますけれども、先ほど午後の最初の

一般質問で宮城寛諄議員からもございましたが、今定

例会で同僚議員６名がコロナウイルス対策のワクチン

接種についてということを取り上げて質問をなさって

おります。それだけ、このワクチン接種については大

変重要な課題だと思っております。そういうことであ

りますので、一応は通告書に従い質問をいたします。

よろしくお願いします。新型コロナウイルス対策のワ

クチン接種について問う。（１）南風原町のワクチン接

種はいつ始まる予定か、スケジュールを示して下さい。

（２）接種の場所と接種の順序はどのように考えてい

るか。（３）接種に必要な経費は町の負担もあるか、あ

るとすれば幾らの額かお伺いします。 

 大きな項目２番目、津嘉山北土地区画整理事業につ

いてお伺いします。（１）津嘉山北土地区画整理事業区

域内の地権者から事業の進捗が遅いとの声がある。遅

い理由は何か。（２）地権者に遅い理由をちゃんと説明

しているか。（３）地権者から住宅や共同住宅を早めに

建設したい等、町への要請は今までに何件あるかお伺

いします。 

 大きな項目３、津嘉山中央線の整備について問う。

（１）国道507号より南向け次の十字路までの区間だけ

ガードレールが設置されていない、設置する予定はあ

るか。（２）県道128号線との交差点の改良工事は終了

しているが、電柱が道路中央に立っている状態になっ

て交通の妨げになっている。電柱の移動を早急にでき

ないか。他の場所の移動も早急にできないか。 
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 大きな項目４、横断歩道の設置について伺います。

（１）国道507号と町道８号線との三差路の横断歩道は

現在２か所は設置されている。国道507号にあと１か所

設置できないか。以上、４点お伺いします。よろしく

お願いします。 

○議長 玉城 勇君 副町長。 

○副町長 国吉真章君 質問事項１点目、新型コロナ

ウイルス対策のワクチン接種についての（１）につい

てお答えします。県が示すワクチン配分を踏まえ、５

月初旬頃から始めていく予定であります。 

 （２）についてお答えします。集団接種会場を中央

公民館とし、接種の順序については国が示す接種順位

に従い実施してまいります。 

 （３）についてです。新型コロナウイルスワクチン

接種にかかる費用は、全額国の負担で賄われます。 

 質問事項２点目、津嘉山北土地区画整理事業の（１）

についてお答えします。土地区画整理事業区域内の道

路事業補助金については、近年事業費の配分が要望額

の半分程度となっていることから、事業の進捗が遅れ

ております。 

 （２）についてお答えします。問合せや来庁した地

権者には、理由を説明し、必要に応じ今後の施工予定

箇所等の説明も行っています。その他、区画整理ニュー

スによる進捗説明、字への工事説明を行っております。 

 （３）についてです。近年において把握している範

囲では、要請があった箇所で造成工事により使用でき

るようになった箇所が５件、地権者からの要請はある

が、まだ造成工事ができていない箇所11件となってお

ります。 

 質問事項３点目、津嘉山中央線の整備について。（１）

についてお答えします。土地区画整理区域内の津嘉山

中央線の一部は未完成です。今後、本舗装整備とガー

ドレール設置を行う予定です。 

 （２）についてお答えします。本電柱の移設につい

ては、道路施工前から協議等を行っており、新しい電

柱については移設箇所に設置しておりますが、架空線

等が相当数あるため、全ての移設完了は整備中の津嘉

山中央線街路工事（１工区）の電柱移設も含め４月中

旬を予定しています。冒頭の本電柱の移設についてで

ありますが、この箇所については、これまでも危険性

を指摘する声があったことから、移設が完了するまで

の間、当面の策としてクッションドラムや標識板等を

設置して安全対策を行っております。 

 質問事項４点目の横断歩道の設置について問うの（１）

にお答えします。当該箇所への横断歩道設置について、

与那原署に要請いたしております。以上であります。 

○議長 玉城 勇君 ９番 金城好春議員。 

○９番 金城好春君 ご答弁ありがとうございました。

再質問をいたします。昨日の新聞なんですが、このコ

ロナワクチンについて一面に掲載されていましたが、

ファイザー製ワクチンの１回目分を４月26日の週に全

市町村に配布し、５月上旬から接種を開始する。６月

中に２回目分も含んだワクチン配布を終える予定だと

いうことが掲載されていました。このスケジュールで

もって町のワクチン接種は順調に進むということでよ

ろしいでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 金城好春議員のご質

問にお答えします。そういった計画の下で準備万全を

期して準備しております。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ９番 金城好春議員。 

○９番 金城好春君 ありがとうございます。それか

らこのワクチン、瓶が詰められていまして、１箱195

瓶、１瓶に５回分の接種の薬品が入っていると。195

瓶掛ける５回接種分をやって、975回分の接種に相当す

るということまで載っています。それで町は、このワ

クチン接種の対象者に対してワクチンが入っている箱、

２回接種するとして何箱必要になるのかお分かりでしょ

うか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 お答えします。65歳

以上の方8,044人が、100％接種するとしまして、１人

２回を打つ。約１万6,000回になりまして、これを、１

瓶５回なものですから、５で割りまして、約320本。今、

１箱195バイアル入っているものですから200バイアル

あると考えて、割る200をしますと16箱になります。以

上です。 

○議長 玉城 勇君 ９番 金城好春議員。 

○９番 金城好春君 もう一度確認いたします。16箱

で町民全体分あるということですか。それとも高齢者

分だけということですか。もう一度お願いします。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 ただいまの計算は高

齢者約8,000人が接種率100％で２回受けたという仮定

の計算になります。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ９番 金城好春議員。 

○９番 金城好春君 ありがとうございます。分かり

ました。このワクチン接種については、このワクチン

が届かないことにはこちらも事業が進められないとい

うことですので、１点だけ確認させてください。今ま

さしく３月定例議会中でありまして、一般質問の前に

委員会二手に分かれて、このワクチン接種について委
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員会のほうでもいろんな議論がありました。そして民

生部長、国保年金課長、それから国保課の職員の皆様

方から詳しい説明を受けております。１点だけもう一

度確認させてください。接種した後に、アナフィラキ

シーショックといいますか、発生したときの対策はど

のように対処するか。もう一度、ご説明をお願いしま

す。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 お答えします。アナ

フィラキシーショックにつきましては、医師からも気

になる点ということでお話がありまして、実際、今、

県がこのアナフィラキシーの際の対応についてマニュ

アル等を作っている最中であります。また、南部地区

の市町村としても医師を対象としたアナフィラキシー

ショックにかかる研修会と申しますか、そういったも

のを計画していまして、それでもって対応策を練って

まいりたいと思っています。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ９番 金城好春議員。 

○９番 金城好春君 分かりました。万が一、このア

ナフィラキシーが出て、その後の治療にかかる処方と

いいますか、用意といいますか、それはどのような考

えでしょうか。 

○議長 玉城 勇君 国保年金課長。 

○国保年金課長 髙良星一郎君 お答えします。予防

接種法に基づきまして、アナフィラキシー等副反応に

よる健康被害等がございましたら予防接種健康被害救

済制度にのっとりまして、窓口は市町村になるんです

けれども、こういった感じのを審査して救済制度を活

用していきます。以上です。 

○議長 玉城 勇君 ９番 金城好春議員。 

○９番 金城好春君 ありがとうございます。是非と

も、ワクチン接種については万全を期して進めていた

だきたいと要望して、この質問は終わります。 

 次、２番目の津嘉山北土地区画整理事業についての

問いなんですが、（３）の地権者から住宅や共同住宅を

早めに建設したい等との問合せですが、全部でこれは、

じゃあ16件ということでよろしいでしょうか、要請は。 

○議長 玉城 勇君 区画下水道課長。 

○区画下水道課長 桃原正善君 お答えします。おっ

しゃるとおりでございます。 

○議長 玉城 勇君 ９番 金城好春議員。 

○９番 金城好春君 ありがとうございます。建てら

れるようになった土地は５か所、それから要請はある

が、造成工事ができていない箇所11か所と答弁があり

ます。この工事がまだできていないのか、造成中なの

か、いつまでにできるのか、これは示せるのかどうか。

要請に来た地権者に対して。そこをお伺いしたいと思

います。 

○議長 玉城 勇君 区画下水道課長。 

○区画下水道課長 桃原正善君 お答えします。使用

できるようになった箇所は直して、町道工事も完了し

ている近くとかで、どうにか対応できた箇所は完了し

ております。完了できない箇所につきましては、工事

がまだできない箇所とかがありまして、地権者のほう

にも大体工事、いつ頃になるという、判断できるとこ

ろは大体いつ頃というのをやっていますが、判断でき

ないところはちょっとできないというような説明も行っ

ております。 

○議長 玉城 勇君 ９番 金城好春議員。 

○９番 金城好春君 この区画整理事業、工事箇所が

何か所にもまたがっていますので、道路沿いで道路が

完成しているところは早めに建物、建築できると。で

もまだ、道路もまだ完全に完成していなくて、造成も

まだというところは、建てられるようになるまでの期

間としては、すぐには即答できないということでよろ

しいですか。 

○議長 玉城 勇君 区画下水道課長。 

○区画下水道課長 桃原正善君 お答えいたします。

１番目で申しましたとおり、今のところは補助事業の

補助金のほうが減額が多くて、こちらのほうもいつ頃

できるかという見通し等ができない状態なものですか

ら、確実にできるようなところはおっしゃるとおりに

説明しています。そういった事業費云々も絡んでくる

ところに関しましては、先ほど言ったようにできない

ような説明はしております。 

○議長 玉城 勇君 ９番 金城好春議員。 

○９番 金城好春君 街区がありますね、何か所か区

切られていますけれども、この街区ごとに今年度はこ

こを重点的にやろうと、完了させようというような方

策の取り方はできないものかどうかお伺いしたいと思

います。 

○議長 玉城 勇君 区画下水道課長。 

○区画下水道課長 桃原正善君 お答えします。今の

工事の計画につきましては、今、旧津嘉山ハイツのほ

うが早めに造成工事を終わらせて、向こうの街区のほ

うから先にやるということで、優先的な順位で向こう

のほうを先に進めている状況でございます。 

○議長 玉城 勇君 ９番 金城好春議員。 

○９番 金城好春君 じゃあ、ハイツがあった場所近

辺は３年度以内に造成は完了することでよろしいで

しょうか。 

○議長 玉城 勇君 区画下水道課長。 
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○区画下水道課長 桃原正善君 確約はできませんが、

３年以内にはできるように頑張っていきたいと思いま

す。 

○議長 玉城 勇君 ９番 金城好春議員。 

○９番 金城好春君 ありがとうございます。３年度

内に完了するように進めていただきたいと要望して、

区画整理事業については終わります。 

 次、津嘉山中央線ですけれども、ガードレール設置

はするという答弁をいただきました。このガードレー

ル、区画整理事業区域内はまだ未設置ですね。その後

に買収してから拡幅して、今工事真っ最中なんですが、

県道128号線と町道の共同道路ですね、そこまで。とこ

ろどころ完成している場所もあってガードレールです

ね、カラーのガードレール、あれは何色かな、紫とい

うか茶色っぽいというか。まだ設置されていない箇所

も景観をきれいに見せるために、カラーのガードレー

ルが設置できるものかどうか。それと歩道はカラー舗

装になっています。それから視覚障がい者用の点字ブ

ロックというんですか、あれも設置されている。同じ

ように整備できるのかどうかお聞きします。 

○議長 玉城 勇君 区画下水道課長。 

○区画下水道課長 桃原正善君 ガードレールの設置

につきましては、この場所は国道507号バイパスから津

嘉山128号線に向けての、ちょうどパン屋さんのところ

かな、あの間だと思いますけれども、それの前後につ

きましては設置箇所がありますので、色とかにつきま

しても見て、同じようなものを設置していきたいと思っ

ております。 

○議長 玉城 勇君 ９番 金城好春議員。 

○９番 金城好春君 ありがとうございます。是非、

今設置されているところのカラーのガードレールです

ね、それとカラーの舗装、整備してくれるように要望

してこの質問も終わります。 

 それと中央線の電柱の色に関してですが、安全対策

ありがとうございました。早めの安全対策、大変安心

しています。今、見てみますと、移動する電柱、工事

終わっています、先週。ずっと見ていましたけれども。

それと親子の対話なんですけれども、娘がＪＡ方面か

ら中央線右折するときに、私たちは近道コースに行き

ますけれども、娘は電柱の後ろのほうから通行してい

るということを聞きまして、広いところから通ってい

いんだよと、これは親子の話なんですが。それから中

に進んでいくと七、八本というか、まだまだ旧道に立っ

たままの電柱が数本立っているわけです。車と車がす

れ違うときにどちらかの車が電柱の手前でストップし

て、相手の車をやり過ごして、片側交互通行みたいな

感じで皆さん気をつけながらこっちを通行しているん

ですけれども、この電柱を取っ払いとか移動してもら

えると道路も広くなってスムーズに、止まることなく

通行できるということでこれを取り上げました。これ

は４月中で全部の電柱を新しい歩道に移動できるとい

うことでよろしいですか。 

○議長 玉城 勇君 区画下水道課長。 

○区画下水道課長 桃原正善君 そういうふうにでき

るということで協議しております。 

○議長 玉城 勇君 ９番 金城好春議員。 

○９番 金城好春君 是非、来月中には電柱も移動し

て、車がスムーズに通行できるように祈っています。 

 この問題を終わりまして、最後の横断歩道設置です

けれども、我々は車社会ですから、いつも車でこの現

場を通行していまして気がつかなかったんですが、毎

日利用している方々、町民からは、よく横断している

ものだから、今は三差路なんですが、２か所しかつい

ていないから、向こう側に渡りたくても、まず横断歩

道がついているところを渡って、向こうは赤信号だか

ら待つわけですね、青になるまで。だから少し不便だ

なという感じがあって、これを設置してくれと町民か

ら要望を受けまして質問いたしました。参考資料とし

て町道29号線ですか、本部公園の下のほう、字本部に

行くところの三差路、向こうはまさしくこの29号線に、

２つの横断歩道が設置されています。写真を写してか

ら執行部のほうにあげてありますが、ご覧になったで

しょうか。是非これも与那原署のほうに要望したとい

うことですので、早めに設置ができるように希望して、

私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長 玉城 勇君 お疲れさまでした。以上で本日

の日程は、全部終了しました。本日は、これにて散会

します。お疲れさまでした。 

 

散会（午後２時55分） 
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